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カリフォルニア州の森林地帯・潅木地帯・草地などでこ
の機械を使用する場合には、エンジンに同州公共資源
法第4442章に規定される正常に機能するスパークアレ
スタが装着されていること、エンジンに対して森林等
の火災防止措置をほどこされていることが義務づけら
れており、これを満たさない機械は、第4442章または
4443章違犯となります。
エンジンの保守整備のため、および米国環境保護局
EPA並びにカリフォルニア州排ガス規制に関連してエン
ジンマニュアルを同梱しております。エンジンマニュア
ルはエンジンのメーカーから入手することができます。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに使使使用用用
ささされれれててていいいるるるエエエンンンジジジンンンののの排排排気気気にににははは発発発癌癌癌性性性ややや
先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる物物物質質質ががが含含含ままま

れれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

バババッッッテテテリリリーーーやややバババッッッテテテリリリーーー関関関連連連製製製品品品にににははは鉛鉛鉛ががが含含含
まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままま
すすす。。。取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手をををよよよくくく洗洗洗っっってててくくくだだださささいいい。。。

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ををを使使使用用用ししし
たたた場場場合合合、、、ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどををを誘誘誘発発発すすするるる物物物
質質質ににに触触触れれれるるる可可可能能能性性性がががあああるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

はははじじじめめめににに
この立ち乗りスプレッダスプレーヤは、専門的訓練を受
けたオペレータが住宅の敷地内や商用地において運転
操作することを前提として製造されています。この製品
は、住宅の芝生、スポーツフィールド、商用目的で使
用される芝生に対する資材撒布や融雪剤撒布作業を行
うことを主たる目的として製造されております。この機
械は本来の目的から外れた使用をすると運転者本人や
周囲の人間に危険な場合があります。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた適切な方法
でご使用ください。この製品を適切かつ安全に使用す
るのはお客様の責任です。

製品の安全や取り扱い講習、アクセサリなどに関する
情報、代理店についての情報の入手、お買い上げ
製品の登録などをネットで行っていただくことができ
ますwww.Toro.com
整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマーサー
ビスにおたずねください。お問い合わせの際には、必
ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知らせくださ

い。図 1 にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘
板の取り付け位置を示します。いまのうちに番号をメ
モしておきましょう。

重重重要要要 シシシリリリアアアルルル番番番号号号プププレレレーーートトトににに QR コココーーードドドがががつつついいいててていいい
るるる場場場合合合ははは、、、スススマママーーートトトフフフォォォンンンやややタタタブブブレレレッッットトトでででスススキキキャャャンンンすすするるる
ととと、、、製製製品品品保保保証証証、、、パパパーーーツツツそそそののの他他他ののの製製製品品品情情情報報報にににアアアクククセセセススス
ででできききままますすす。。。
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図図図 1

1. モデル番号とシリアル番号の表示場所

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号
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安安安全全全にににつつついいいててて
以下の注意事項は ANSI規格 B71.4-2017 から抜粋
したものです。

危危危険険険警警警告告告記記記号号号
危険警告記号図 2は、このマニュアルと実機上とに
表示され、事故防止のために守るべき重要な注意事
項を示します。

この記号の意味は注注注意意意気気気ををを付付付けけけてててくくくだだださささいいいあああなななたたたののの安安安
全全全にににかかかかかかわわわるるるここことととででですすすよよよ
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図図図 2
危険警告記号

危険警告記号に続いて、危危危険険険、警警警告告告、または注注注意意意と
いう文字が表示され、危険についての具体的な内容
が示されます。

危危危険険険は人の生命に関わる重大な潜在的危険を意味し
ます。この注意を守らないと死亡事故や重大な人身
事故が起起起こここりりりままますすす。

警警警告告告は人の生命に関わる潜在的危険を意味します。
この注意を守らないと死亡事故や重大な人身事故が
起起起こここるるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。

注注注意意意は安全に関わる潜在的危険を意味します。この注
意を守らないとけがをする可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要「重
要」は製品の構造などについての注意点を、注注注はその
他の注意点を表しています。

安安安全全全上上上ののの全全全般般般的的的ななな注注注意意意
この機械は手足を切断したり物をはね飛ばしたりする
能力があります。この機械は通常の意味で安全な機
械として設計され、試験に合格して製造されている製
品ですが、安全上の注意を怠れば大けがや死亡事
故につながります。

• このオペレーターズマニュアルやトレーニング資
料、機械やエンジンやアタッチメントに表示されてい
る注意事項などに記載されている内容を十分に理
解し、正しい方法で取り扱ってください。本機を運
転する人、整備する人すべてに適切なトレーニング
を行ってください。オペレータや整備担当者がこの
マニュアルを読めない場合には、オーナーの責任
において、このオペレーターズマニュアルの内容
を十分に説明してください本マニュアルの他言語版
は、ウェブサイトで入手可能です。

• この機械の運転講習を受け、運転操作を行う身体
的能力があり社会的責任を負うことができ、安全な
運転操作、運転装置、危険ン表示記号、安全上
の書注意などに通じた大人以外の人にこの機械を
操作させないでください。子供や正しい運転知識の
ない方には機械の操作や整備をさせないでくださ
い。地域によっては機械のオペレータに年齢制限を
設けていることがありますのでご注意ください。

• 必ず、身体と薬剤との接触を防止し危険から身を守
ることのできる適切な防具PPEを着用してください。

• 段差、溝、盛り土、水などの近くに乗り入れないで
ください。

• 機械の可動部の近くには絶対に手足を近づけな
いでください。

• ガードやシールドやカバーが破損したり、正しく取り
付けられていない状態のままで運転しないでくださ
い。安全ガードや安全スイッチなどは、必ず適切に
機能する状態で機会を使用してください。

• 整備、燃料補給、詰まりの解除作業などを行う
前には、必ず停止し、エンジンを切り、キーを抜
き取ってください。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル
• 安全に関わる表示は全て読める状態に維持してくだ
さい。安全や操作説明に関わる表示はどれもグリス
やほこりで汚れないように維持してください。

• 損耗、破損、剥落などした安全表示は貼りかえて
ください。

• 機械の一部を交換などした場合には、必ず最新の
安全表示ステッカーなどを貼り付けてください。

• アタッチメントやアクセサリを取り付けた場合にも、
最新の安全表示ステッカーなどを見やすいところ
に貼り付けてください。

• 以下の安全表示や説明ラベルの内容をしっかり身
に着けてください。これらは機械を安全に運転する
ために非常に大切な事柄です。

decal133-8062

133-8062

decal126-2620

126-2620

1. レバーを上に引くとブレー
キ解除。

2. レバーを下に押すとブレー
キが掛かる。

decal135-6949

135-6949

1. メインヒューズ20 A 3. 始動リレー
2. レギュレータ20A 4. GND-停止リレー

decal126-2621

126-2621

1. ロック解除するとマシンを
押して移動可能。

3. ロックするとマシンの通常
運転が可能。

2. 整備作業前にマニュアル
を読むこと。

decal126-4994

126-4994

1. 手足の切断の危険可動部に近づかないこと。 2. 警告機体前上部をロープ掛けポイントとして使用しないこと。オ
ペレーターズマニュアルに記載されている箇所以外で機体を
固定しないこと。
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decal126-5186

126-5186

1. 保守整備作業を始める前に、オペレーターズマニュアルを
読むこと。

4. 後アクスルシャフトの整備の詳細についてはオペレーターズマ
ニュアルを読むこと。

2. 100運転時間ごとにステアリングピボットにグリスを補給する。 5. 50運転時間ごとにタイヤ空気圧90 kPaを点検する。
3. 50運転時間ごとに油圧オイルを点検する。 6. オペレーターズマニュアルを読むこと。
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decal135-2844

135-2844

1. 高速
2. 低速
3. ニュートラル

4. 後退
5. 警告オペレーターズマニュアルを読むこと講習を受けてから運転すること。聴覚保護具を使用してください。
6. 警告可動部に近づかないことすべてのガード類を正しく取り付けおくこと。調整、整備、洗浄などは必ずエンジンを停止させ、

キーを抜いてから行うこと。

7. 警告運転位置を離れる時はスプレーヤの運勢装置をOFFにし、走行レバーをニュートラルにし、駐車ブレーキを掛け、エン
ジンを止めること。

8. 他人の手足を切断する危険人を乗せないこと。運転中は前方と足元に注意すること。後退する時は後方と足元に注意すること。
9. 異物が飛び出す危険人や動物の近くで運転しないこと。

10. 警告斜面は上下方向でなく横方向に移動すること。斜面走行時や旋回時には積載物がずれる可能性がある。ぬれた斜面を走行しな
いこと 斜面での運転には十分注意すること。

11. 劇薬による火傷や吸入による危険 手、皮膚、目、鼻を保護するものを着用すること。
12. 警告きれいな真水を使うこと

- 応急手当用
- タンク洗浄用。

13. ニュートラル

14. ステアリングコントロールを右に動かすと右旋回。

15. ステアリングコントロールを中央に動かすと直進。

16. ステアリングコントロールを左に動かすと左旋回。
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decal135-7247

135-7247

1. エンジンOFF 13. 撒布パターンコントロール左に回すとロック解除、右に回す
とロック。

2. エンジンON 14. 撒布パターンコントロール左側が厚くなる場合はハンドルを
引き上げる。

3. エンジン始動 15. 撒布パターンコントロール右側が厚くなる場合はハンドルを
押し下げる。

4. デフレクタノブを引き上げると開 16. 散布スティック水圧コントロールOFF
5. デフレクタノブを押し下げると閉 17. 散布スティック水圧コントロール下げる
6. スロットル高速 18. 散布スティック水圧コントロール上げる
7. 無段階調整 19. 散布スティック水圧コントロールON
8. スロットル低速 20. 散布スティック水圧コントロール
9. 散布圧力コントロール 21. 水圧を上げる

10. ON 22. 水圧を下げる
11. OFF 23. 散布パターンを広げる
12. 顆粒スピナーコントロール 24. 散布パターンを狭める

decal135-7256

135-7256

1. 攪拌OFF 5. ワイド散布OFF 9. ナロー撒布OFFOFF
2. 攪拌ON 6. ワイド散布ON 10. ナロー撒布ON
3. ナロー撒布OFF 7. ワイド撒布OFF 11. ナロー撒布フロー増

4. ナロー撒布ON 8. ワイド撒布ON 12. ナロー撒布フロー減
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組組組みみみ立立立ててて
付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

4 必要なパーツはありません。 – バッテリーを接続する。

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

オペレーターズマニュアル 1 ご使用前にお読みください。

キー 2 機械を始動する。

1
タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

前後のタイヤの空気圧を点検し、必要に応じて適正圧
に調整する タイヤ空気圧の点検 (ページ 64)を参照。

2
エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

エンジンにはすでにオイルが入っていますオイル量
を点検し、必要に応じて追加してください エンジンオ
イルの仕様 (ページ 55)と エンジンオイルの量を点検
する (ページ 56)を参照。

3
トトトララランンンスススアアアクククスススルルルオオオイイイルルルののの量量量ををを
点点点検検検すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

トランスアクスルにはすでにオイルが入っています補助
タンクでオイル量を点検し、必要に応じて追加してくだ
さいと トランスアクスルの整備 (ページ 66)を参照。
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4
バババッッッテテテリリリーーーををを接接接続続続すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. バッテリーボックスからバッテリーカバーを取り
外す図 3。

g027115

図図図 3

1. バッテリーボックス 5. バッテリーカバー

2. バッテリーサポート 6. マイナス-端子
3. バックル 7. プラス端子

4. バッテリー固定ストラップ

2. プラスケーブルをバッテリーのプラス+端子に取
り付け、フランジボルトとフランジナットで固定
する図 3。

3. マイナスケーブルをバッテリーのマイナス-端子
に取り付け、フランジボルトとフランジナットで
固定する図 3

4. バッテリーカバーをバッテリーボックスに合わせ、
ストラップでトレイに固定する図 3。

製製製品品品ののの概概概要要要

g304841

図図図 4

1. 走行/ステアリングコント
ロール

5. ホッパー

2. エンジン/スプレッダスプ
レーヤのコントロール装置

6. インペラ

3. 散布スティック 7. スプレーノズル

4. ホッパーカバー

g304840

図図図 5

1. 燃料タンクのキャップ 3. スプレーヤタンクのキャップ

2. バッテリー 4. プラットフォーム
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各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作

マママシシシンンンのののコココンンントトトロロローーールルル装装装置置置

g304845

図図図 6

1. 制御コンソール 5. 前方基準バー
2. ステアリングコントロール 6. 後退
3. 後方基準バー 7. 前進
4. 走行コントロールレバー

ニュートラル位置

ススステテテアアアリリリンンングググコココンンントトトロロローーールルル

制御コンソールの手前にあります図 6を参照。
• ステアリングコントロールを左右に動かすとそれぞ
れの方向に旋回します。

• ステアリングコントロールを中央に動かすと直進
します。

走走走行行行コココンンントトトロロローーールルルレレレバババーーー

ステアリングコントロールの真ん中にあるレバー。前進
と後退を行うためのレバーです図 6。
• レバーを前へ押すと前進、後ろへ引くと後退です。

注注注レバーを大きく動かすほど速度が大きくなります。

• レバーを中央位置にもどすと停止します。

注注注 レバーから手を離すとレバーはニュートラル位置
に戻ります。

重重重要要要手手手ををを離離離しししてててもももニニニュュューーートトトラララルルル位位位置置置ににに戻戻戻らららななないいい場場場合合合
ははは、、、代代代理理理店店店にににごごご連連連絡絡絡くくくだだださささいいい。。。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキレレレバババーーー

プラットフォームの右側にあります図 7。
• レバーを下げると駐車ブレーキが掛かります。

注注注 駐車ブレーキは、トランスアクスル内にありま
す。

• 駐車ブレーキを解除するには、レバーを引き上げ
ます。

g025162

図図図 7

1. 走行ホイール解除レバー 3. 駐車ブレーキレバー
2. プラットフォーム

注注注斜面に駐車する場合は、駐車ブレーキの他に輪止
めを使用してください。マシンを搬送する場合は、荷
台の上で駐車ブレーキを掛け、ロープなどでマシンを
固定してください。

走走走行行行ホホホイイイーーールルル解解解除除除レレレバババーーー

プラットフォームの左側にあります図 7。

マシンを手で押して移動する必要がある時に、このレ
バーで油圧走行系を解除します。

• 手で押して移動するには、レバーを引き上げます。

• 通常運転するには、レバーを押し下げます。

11
 



エエエンンンジジジンンンののの制制制御御御装装装置置置

g304856

図図図 8

1. 始動スイッチ 3. スロットル

2. チョーク 4. エンジンアワーメータスプ
レーヤと情報ディスプレイ

始始始動動動スススイイイッッッチチチ

コントロールコンソールの左側にあるスイッチです(図
8)。
エンジンの始動、作動、停止を行うスイッチです。イグ
ニッションスイッチには3つの位置があります STOP、
RUN、STARTです。
注注注 エンジンが始動するには駐車ブレーキが掛かってい
ることが必要です。

チチチョョョーーークククコココンンントトトロロローーールルル

チョークコントロールはコントロールコンソールの左側に
あります冷えているエンジンを始動させる時に使用し
ます図 8。
注注注 エンジンが温まっている時の始動にはチョークを
ON にしないでください。
• チョークコントロールを引き上げるとチョークが ON
になります。

• チョークコントロールを押し込むとチョークが OFFに
なります。

スススロロロッッットトトルルルコココンンントトトロロローーールルル

スロットルコントロール赤レバーはコントロールコンソー
ルの左側にあります図 8。

アアアワワワーーーメメメーーータタタスススプププレレレーーーヤヤヤ情情情報報報デデディィィスススプププレレレイイイ

スプレーヤ情報ディスプレイのアワーメータはスロット
ルの右側、制御コンソールの下部に配置されていま
す図 8。
マシンの稼働時間を積算表示します。燃料バルブ

燃燃燃料料料バババルルルブブブ

燃料バルブはマシン前部、エンジンの右前、燃料タン
クの下にあります図 9。

注注注 マシンを数日間使用しない時、現場への行き帰
りの搬送中、室内で格納している時は、燃料バルブ
を閉じておいてください。

g248833

図図図 9

1. 燃料バルブエンジンの右前

スススプププレレレッッッダダダののの制制制御御御装装装置置置

g304859

図図図 10

1. デフレクタゲートコントロー
ル

5. スプレッダ撒布パターン調
整部

2. ヘビー撒布用粒剤ゲートレ
バー

6. インペラコントロールスイッ
チ

3. ライト散布用粒剤ゲートレ
バー

7. スプレッダ情報ディスプレイ

4. 流量調整ノブライト散布用
粒剤ゲート

デデデフフフレレレクククタタタゲゲゲーーートトト

デフレクタゲートの操作部は、制御コンソールのスロッ
トルの上側にあります図 10。
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スプレッダの左側からの粒剤の撒布を一時的に停止し
たい場合に使います。歩道、駐車エリア、中庭などへ
の粒剤の撒布を避けたい場合に便利です。

• ノブを押し下げるとデフレクタゲートが閉じて一時的
に粒剤の流れが変わります。

• ノブを引き上げるとデフレクタゲートが開いて撒布幅
全体に粒剤が落下します。

ヘヘヘビビビーーー撒撒撒布布布用用用粒粒粒剤剤剤ゲゲゲーーートトトレレレバババーーー

ヘビー撒布用粒剤ゲートレバーは、コントロールコン
ソール中央上部にある 4番めのレバーです図 10。
• 粒剤を広い範囲に撒布するには、このレバーを後
方一杯全開位置まで引いてください。

• レバーを前方一杯まで押すと全閉位置となります。

ララライイイトトト散散散布布布用用用粒粒粒剤剤剤ゲゲゲーーートトトレレレバババーーー

ライト散布用粒剤ゲートレバーは、コントロールコンソー
ル中央上部にある 5番めのレバーです図 10。
• 粒剤を狭い範囲に撒布するには、このレバーを後
方一杯限定OPEN位置まで引いてください。

• ゲートを閉じるには、ヘビー撒布用粒剤ゲートレ
バーを前方一杯まで押してください。

注注注 ヘビー撒布用粒剤ゲートレバー以外ではゲート
閉じることができませんから注意してください。ヘ
ビー撒布用粒剤ゲートレバーを前方一杯まで押押
すと、ライト撒布用粒剤ゲートレバーは前方位置に
リセットされます。

スススプププレレレッッッダダダ撒撒撒布布布パパパタタターーーンンン調調調整整整部部部

デフレクタゲート操作部の右側にあります図 10。

スプレッダの左側または右側へ撒く量を一時的に増や
したい場合に使います。

• 左側への撒布量を増やすには、レバーを少し引
き上げてロックします。

• 右側への撒布量を増やすには、ロックを解除し、レ
バーを少し押し下げてロックします。

流流流量量量調調調整整整ノノノブブブララライイイトトト撒撒撒布布布用用用粒粒粒剤剤剤ゲゲゲーーートトト

ヘビー撒布用およびライト撒布用インペラゲートレバー
の下にあります図 10。

ライト撒布用粒剤ゲートレバーが OPEN 限定位置にあ
る時に、ホッパーからインペラへ落ちる粒剤の量流
量を調整するノブです。

• ノブを右に回すと、ホッパーからインペラへ落ちる粒
剤の量が減少します。

• ノブを左に回すと、ホッパーからインペラへ落ちる粒
剤の量が増加します。

イイインンンペペペラララコココンンントトトロロローーールルルスススイイイッッッチチチ

インペラ速度ディスプレイの左側、コントロールコンソー
ルの下側にあります図 10。

インペラを駆動するモータの ON/OFF スイッチです。

スススプププレレレッッッダダダ情情情報報報デデディィィスススプププレレレイイイ

制御コンソールの下部、撒布インペラゲートレバーの下
にあります図 10。

スプレッダ情報ディスプレイは以下の情報を表示します

• スプレッダコントローラのファームウェアのバージョン
上方

• スプレッダインペラモータの稼働時間

• インペラモータの速度最大モータ回転数の

• 不具合コード

落落落下下下量量量設設設定定定カカカムムムとととリリリンンンケケケーーージジジ

マシンの前部、スプレッダのホッパーの下にあります
図 11).

g027033

図図図 11

1. スロット最大位置 2. リンケージ

インペラゲートを通ってインペラへ落ちる資材の最大量
を設定します。

カムのスロットを 9 に合わせるとインペラのゲートが一
番開いた状態となります。乾いた砂、融雪剤など撒布
の難しい資材のための設定です。

注注注 ホッパー内部の洗浄を行うときもこの設定が使え
ます。
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スススプププレレレーーーヤヤヤののの制制制御御御装装装置置置

g304858

図図図 12

1. タンク撹拌レバー 5. スプレーヤ情報ディスプレイ

2. ナロースプレー用レバー 6. 散布ポンプスイッチ
3. ワイドスプレー用レバー 7. 散布スティック水圧コント

ロール

4. 散布スティック

タタタンンンククク撹撹撹拌拌拌レレレバババーーー

コントロールコンソールにあります図 12。

レバーを ON位置にすると、攪拌ポンプが作動してタン
ク内部の液剤を攪拌し、成分の分離を防止します。

• レバーを引くと ONになり、攪拌を開始します。
• レバーを押すと OFFになり、攪拌を停止します。

注注注散布中は攪拌機能を使用しないでください。攪
拌を止めないと、散布パターンが乱れます。

注注注 攪拌を効率よく行うためには、エンジンをアイドリ
ングよりも高くセットし、スプレーヤポンプを作動させ
てください。

ナナナロロローーースススプププレレレーーー用用用レレレバババーーー

コントロールコンソールにあります図 12。
• ナロースプレー中央ノズルのみでの散布を ONにす
るには、このレバーを手前に引きます。

• OFFにするには、レバーを前方に押し出します。

ワワワイイイドドドスススプププレレレーーー用用用レレレバババーーー

コントロールコンソールにあります図 12。
• ワイドスプレー左右のノズルでの散布を ON にする
には、このレバーを手前に引きます。

• OFFにするには、レバーを前方に押し出します。

散散散布布布ススステテティィィッッックククのののトトトリリリガガガーーー散散散布布布スススイイイッッッチチチとととロロロッッッククク機機機構構構

散布スティックのハンドルの下側にあります図 12と
図 13。
• ハンドルを握ってトリガーを引けば散布が始まり
ます。

• トリガーを一杯にひいた状態でロックを掛ければ、
散布が ON にロックされます。

• トリガーから手を離すと散布を停止します。

g304906

図図図 13

1. トリガーロック 3. トリガー

2. 散布スティックのハンドル

スススプププレレレーーーヤヤヤ情情情報報報デデディィィスススプププレレレイイイ

スプレーヤ情報ディスプレイはスロットルの右側、制御
コンソールの下部に配置されています図 12。

スプレーヤ情報ディスプレイは以下の情報を表示します

• スプレーヤコントローラのファームウェアのバー
ジョン情報

• エンジンの稼働時間

• スプレーヤポンプのモータの稼働時間

• バッテリー電圧

• スプレーシステムの水圧

• 不具合コード

散散散布布布ポポポンンンプププスススイイイッッッチチチ

スプレーヤポンプのスイッチは、制御コンソール上の
アワーメータとスプレー水圧ディズプレイの左側にあ
ります図 12。

スプレーヤのポンプと液剤循環ポンプを駆動させるス
イッチです。またスプレーヤシステムの水圧の調整に
も使用します。スプレーヤのポンプと液剤循環ポンプ
の停止にも使用します。

散散散布布布ススステテティィィッッッククク水水水圧圧圧コココンンントトトロロローーールルル

インペラ速度ディスプレイの右側、制御コンソールの右
側にあります図 12。

14
 



散布スティックの水圧のコントロールに使用します。

タタタンンンクククドドドレレレンンンバババルルルブブブ

機体の左側、タンクの下にあります(図 15)。

タンクに残った薬剤を排出するのに使用します。

g027226

図図図 14

1. ハンドル開位置 3. 液剤タンク
2. タンクドレンバルブ

• バルブを開くにはハンドルを右に 90°回転させます
バルブと一直線になるように。

• バルブを閉じるには、ハンドルを左に 90° 回転さ
せます。

スススプププレレレーーーヤヤヤポポポンンンプププへへへののの給給給液液液バババルルルブブブ

機体の右側、タンクの下にあります(図 15)。

ポンプへの薬剤供給を停止するのに使用します。

g259738

図図図 15

1. 液剤タンク 3. ハンドル開位置

2. スプレーポンプへの給液バ
ルブ

• バルブを開くにはハンドルを右に 90°回転させます
バルブと一直線になるように。

• バルブを閉じるには、ハンドルを左に 90° 回転さ
せます。
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仕仕仕様様様
全全全幅幅幅 90 cm

全全全長長長 171 cm

全全全高高高 131 cm

重重重量量量 液剤タンクとホッパー
が空の状態で

227 kg

ホッパーのみが満杯
の状態で

307 kg

液剤タンクのみが満
杯の状態で

309 kg

液剤タンクとホッパー
が空で、タンクに粒
剤を一袋入れた状態
で

412 kg

最最最大大大マママシシシンンン重重重量量量 資材オペレータを含
めて

≤513 kg

ホホホッッッパパパーーー容容容量量量 79 kg

スススプププレレレッッッダダダののの撒撒撒布布布幅幅幅 1.2 m-6.7 m

スススプププレレレーーーヤヤヤタタタンンンクククののの
容容容量量量

76 L

ナローパターン 1.5 m (5 ft)液液液剤剤剤最最最大大大撒撒撒布布布幅幅幅

ワイドパターン 3.4 m (11 ft)

最最最大大大対対対地地地速速速度度度 前進 19 km/h

運運運転転転操操操作作作
注注注前後左右は運転位置からみた方向です。

運運運転転転ののの前前前ににに

運運運転転転前前前ののの安安安全全全確確確認認認

安安安全全全上上上ののの全全全般般般的的的ななな注注注意意意
• 作業場所を良く観察し、安全かつ適切に作業する
にはどのようなアクセサリやアタッチメントが必要か
を判断してください。トロ社が認めた以外のアクセ
サリやアタッチメントを使用しないでください。

• 作業する場所の下見を行い、石、おもちゃ、木の
枝、電線や針金、骨など薬剤に汚染される可能性
のあるものや機械の走行の妨げになる異物を取
り除いてください。

• 作業にふさわしい服装をする安全めがね、すべりに
くく安全な靴、聴覚保護具を着用してください。長
髪、だぶついた服、ゆるいアクセサリなどは機械に
巻き込まれる恐れがあり、危険です。

• 子供や動物が周囲にいるときには、この機械の運転
を行わないでください。作業中に人が近づいてきた
場合には機械とアタッチメントを停止させてください。

• 周囲に人や動物、特に子供いるときには農薬の調
整や機材の洗浄などを行わないでください。

• 液剤散布を行う前に、関係機器を点検し液漏れが
ないことを確認してください。液漏れしている場合
は本機を使用しないでください。

• 運転台周辺に薬剤がこぼれていたり、こびりついて
いたりしないように注意してください。

• オペレータコントロールやインタロックスイッチなど
の安全装置が正しく機能しているか、また安全カ
バーなどが外れたり壊れたりしていないか点検して
ください。これらが正しく機能しない時には機械を使
用しないでください。各部の摩耗や劣化の状態を
頻繁に点検し、必要に応じてメーカーが推奨する
交換部品と交換する。

薬薬薬剤剤剤ののの安安安全全全管管管理理理
液剤や粒剤散布装置で取り扱う農薬は、人体や動植
物、土壌などに危険を及ぼす可能性があるので取り扱
いには十分注意してください。

• 自分自身の安全を守るために、農薬を取り扱う前
に、容器に張ってあるラベルや安全データシート
SDSなど取り扱い上の注意をよく読んで理解し、薬
剤メーカーの指示を守ること。皮膚の露出をできる
だけ小さくしてください。身体と薬剤との接触を防止
し危険から身を守ることのできる適切な防具PPEを
着用してください。例えば

–安全めがね、ゴグル、顔面保護シールド
– 薬剤耐性手袋
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– ゴム製ブーツなどのしっかりした靴
–聴覚保護具を使用してください。
– 呼吸器やフィルタ付きマスク
– また、農薬が身体に付着した場合に備えて、清
潔な着替え、石鹸、使い捨てタオルを手元に用意
してください。

• 複数の薬剤を散布する場合は、それらすべての薬
剤の情報を確認してください。必要な情報が手に入
らない場合には、この装置の運転を拒否すること。

• 散布装置の整備や修理をする時は、その前に必
ず、その装置が薬剤メーカーの指示通りに3回の
すすぎ洗いや必要な中和処理を実行済みであるこ
と、さらに、すべてのバルブにそれぞれ 3回の開
閉操作洗浄が実施されていることを確認する。

• 十分な量の水と石鹸を身近に常備し、薬剤が皮膚
に直接触れた場合には、直ちに洗浄してください。

• 薬剤の取り扱いに関する適切な教育訓練を受けて
ください。

• 目的にあった適切な薬剤を使用してください。

• 薬剤は、それぞれのメーカーの指示を守って安
全使用し、推奨された水圧範囲内で散布を行うよ
うにしてください。

• 薬剤の取り扱いは換気のよい場所で行ってくださ
い。

• いつでも、特に液剤タンクに薬液を作るときには、
真水を手元に用意してください。

• 薬剤を取り扱い中は、飲食や喫煙をしないでくだ
さい。

• 散布ノズルを洗浄するとき口で吹いたり、口に含ん
だりしないでください。

• 作業終了後は直ちに手足や露出部をよく洗ってく
ださい。

• 薬剤は他の容器に移し替えたりせずに、安全な場
所で保管してください。

• 使用しなかった薬液や薬剤容器は、メーカーや地
域の規則に従って適切に廃棄してください。

• 薬剤やその蒸気は危険です絶対に薬剤タンクやホッ
パーの中に入らないでください。またタンクの口に
顔をかざしたりしないでください。

• 薬剤の散布や使用は、国や地域の規制などをきち
んと守って行ってください。

燃燃燃料料料にににつつついいいてててののの安安安全全全事事事項項項
燃料の取り扱いに際しては安全に特にご注意ください。

ガソリンは非常に引火爆発しやすい物質です。引火し
たり爆発したりすると、やけどや火災などを引き起こ
します。

• 燃料補給は必ず屋外の平らな場所で、エンジンが
冷えた状態で行う。こぼれたガソリンはふき取る。

• 閉め切ったトレーラーの中や室内などでは、絶対に
燃料の補給や抜き取りを行わない。

• 燃料タンク一杯に入れないこと。燃料タンクの首の
根元以上に燃料を入れない。これは、温度が上昇
したときに燃料があふれないようにするため。

• ガソリン取り扱い中は禁煙を厳守し、火花や炎を絶
対に近づけない。

• 燃料は安全で汚れのない認可された容器に入れ、
子供の手の届かない場所で保管する。

• 給油はエンジンを掛ける前に行う。エンジンの運転
中やエンジンが熱い間に燃料タンクのふたを開け
たり給油したりしない。

• 燃料がこぼれたらエンジンを掛けない。こぼれた場
所から離れ、燃料が完全に気化して拡散してしまう
まで、火気の使用を厳禁する。

• 運転時には必ず適切な排気システムを取り付け、
正常な状態で使用すること。

• 燃料を補給中、静電気による火花がガソリンに引
火する危険がある。引火したり爆発したりすると、
やけどや火災などを引き起こす。

– ガソリン容器は車から十分に離し、地面に直接
置いて給油する。

– 車に乗せたままの容器にガソリンを補給しな
い。車両のカーペットやプラスチック製の床材
などが絶縁体となって静電気の逃げ場がなく
なるので危険である。

– 可能であれば、機械を地面に降ろし、車輪を地
面に接触させた状態で給油を行う。

– 機械を車に搭載したままで給油を行わなければ
いけない場合には大型タンクのノズルからでは
なく、小型の容器から給油する。

– 大型タンクのノズルから直接給油しなければなら
ない場合には、ノズルを燃料タンクの口に常時
接触させた状態で給油を行う。ノズルを開いた
ままにする器具などを使わないでください。

• ガソリンの誤飲は非常に危険で、生命に関わる。長
期間にわたってガソリン蒸気を吸い込むとガンになる
ことが動物実験で分かっている。不注意によってけ
がを負ったり病気なったりしないよう注意すること。

– 燃料ガスを長時間吸い込むのは避けること。

– ノズルやガソリンタンク、コンディショナー注入口
には顔を近づけないこと。

– 目や皮膚にガソリンが付着しないようにするこ
と。

– ガソリンの吸出しは、絶対に口で行わない。

• 火災防止のため、以下を守る

– エンジンやその周囲に、刈りかす、落ち葉、オ
イルなどがたまらないように清掃する。

– こぼれたオイルや燃料、燃料のしみこんだごみ
などは完全に除去する。

– 閉めきった場所に本機を格納する場合は、機械
が十分冷えていることを確認する。裸火や種火
などの近くにマシンを置かない。
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毎毎毎日日日ののの整整整備備備作作作業業業ををを実実実施施施すすするるる
毎日の運転前に以下の始業点検を行ってください

• エンジンオイルの量を点検する (ページ 56)
• 安全インタロックシステムの動作を確認する (ペー
ジ 18)

• 機体各部にゆるみがでていないか点検する (ペー
ジ 67)

安安安全全全イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムののの動動動
作作作ををを確確確認認認すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

注注注意意意
イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりりこここれれれををを取取取りりり
外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここりりり得得得るるる。。。

• イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいいこここととと。。。

• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを点点点検検検ししし、、、
不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換すすするるる。。。

重重重要要要作作作業業業前前前ににに、、、安安安全全全装装装置置置ががが適適適切切切ににに接接接続続続ささされれれててて正正正常常常ににに
作作作動動動すすするるるここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

インタロックシステムは駐車ブレーキを掛けないとエン
ジンが始動できないようにする安全装置です

スススタタターーータタタのののイイインンンタタタロロロッッックククをををテテテススストトトすすするるる

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日
1. 平らな場所に駐車する。

2. 本機の車輪に輪止めを掛ける。

3. 点火コードを外す。

4. 駐車ブレーキを解除する。

5. 走行コントロールレバーをニュートラルにしてキー
をSTART位置にする。

注注注 スタータが作動しないのが正常。

• スタータが作動するのは異常。その場合はマ
シンを使用しないこと。代理店に連絡する。

• スタータが作動しなければ、テストは合格であ
るから、駐車ブレーキを掛け、点火コードを
元通りに接続し、輪止めを外す。

燃燃燃料料料にににつつついいいてててののの仕仕仕様様様
ガガガソソソリリリンンン オクタン価 87以上の無鉛ガソリンを使ってください

オクタン価評価法は(R+M)/2 を使用。

無鉛ガソリンにエタノールを添加10% までしたも
の、およびMTBEメチル第3ブチルエーテルを添加
15%までした燃料を使用することが可能です。エタ
ノールとMTBEとは別々の物質です。

エエエタタタノノノーーールルル
混混混合合合燃燃燃料料料

エタノール添加ガソリン15%添加=E15は使用でき
ません。エタノール含有率が 10% を超えるガソリ
ンたとえば E15含有率 15%、E20含有率 20%、
E85含有率 85%は絶対に使用してはなりません。
これらの燃料を使用した場合には性能が十分に発
揮されず、エンジンに損傷が発生する恐れがあ
り、仮にそのようなトラブルが発生しても製品保証
の対象とはなりません。

重重重要要要機機機械械械ののの性性性能能能ををを十十十分分分発発発揮揮揮さささせせせるるるたたためめめににに、、、きききれれれいいいででで
新新新しししいいい購購購入入入後後後30日日日以以以内内内燃燃燃料料料ををを使使使っっってててくくくだだださささいいい。。。
• ガソリン含有メタノールは使用できません。

• 燃料タンクや保管容器でガソリンを冬越しさせない
でください。冬越しさせる場合には必ずスタビライ
ザ品質安定剤を添加してください。

• ガソリンにオイルを混合しないでください。

スススタタタビビビララライイイザザザーーー/コココンンンデデディィィシシショョョ
ナナナーーー
添加剤としてスタビライザー/コンディショナーを使用して
ください。この添加剤には以下のような働きがあります

重重重要要要 エエエタタタノノノーーールルル、、、メメメタタタノノノーーールルルををを含含含んんんだだだ添添添加加加剤剤剤ははは絶絶絶対対対
ににに使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

燃料に対して適量のスタビライザー/コンディショナーを
添加してください。

注注注燃料スタビライザー/コンディショナーはガソリンが新
しいうちに添加するのが一番効果的です。燃料系統内
部に樹枝状物質が形成されるのを防止するために、燃
料スタビライザーを必ず使ってください。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
燃燃燃料料料タタタンンンククク容容容量量量6.8 リットル

注注注 大きな容器20 リットル缶などでの燃料補給は困
難です。

燃料補給には小さな容器4 リットル缶、8 リットル缶な
どとジョウゴをお使いください。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止する。

2. エンジンが冷えるのを待つ。

3. 燃料キャップの周囲をきれいに拭いてキャップを
外す図 16。
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図図図 16

4. 燃料タンクの天井から 6-13 mm程度下まで給油
する図 16。タタタンンンクククののの首首首ののの部部部分分分まままででで入入入れれれななないいいこここととと。。。
重重重要要要燃燃燃料料料ははは温温温度度度ががが高高高くくくなななるるるととと膨膨膨張張張しししままますすすかかかららら、、、そそそ
のののたたためめめののの空空空間間間をををタタタンンンククク内内内ににに確確確保保保すすするるるたたためめめ、、、タタタンンンククク
ののの天天天井井井かかかららら程程程度度度にににははは燃燃燃料料料ををを入入入れれれななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

5. 燃料タンクのキャップをしっかりとはめる。

6. こぼれた燃料はふき取ってください。

運運運転転転中中中ににに

運運運転転転中中中ののの安安安全全全確確確認認認

安安安全全全上上上ののの全全全般般般的的的ななな注注注意意意
この機械を運転する時は常に十分な注意を払ってくだ
さい。運転中は運転操作に集中してください注意散漫
は事故の大きな原因となります。

• エンジン作動中はエンジンの各部、特にマフラー
が高温になる。これらに触れると火傷する恐れが
あり、また木の葉や枯草などが触れて発火する可
能性もある。

– エンジン関係の部品、特にマフラーに触れる作
業は、温度が下がってから行うこと。

– マフラーやエンジンの周囲にごみをためないこ
と。

• エンジンの排気ガスには致死性の有毒物質である
一酸化炭素が含まれている。一酸化炭素が滞留
するような換気の悪い狭い室内ではエンジンを運
転しないこと。

• 農薬は人体に危険を及ぼす恐れがある。

– 農薬を使う前に、農薬容器に貼ってあるラベ
ルをよく読み、メーカーの指示を全て守って使
用する。

– スプレーを皮膚に付けない。万一付着した場合
には真水と洗剤で十分に洗い落とす。

– 農薬メーカーの指示に従って、ゴグルや手袋な
どの防具を着用すること。

– オーナーやユーザーは自分自身や他の安全
に責任があり、オペレータやユーザーの注意
によって物損事故や人身事故を防止すること
ができます。

– この機械は一人の人間が運転するように作られ
ています。人を乗せないでください。また、運
転中は人を近づけないでください。

– アルコールや薬物を摂取した状態での運転は
避けてください。

– 作業は日中または十分な照明のもとで行って
ください。

– 落雷の危険がある時には運転しないでください。

– 気象条件に注意し、適切な散布ノズル、撒布
パターン、散布量で作業してください。

– 穴や落ち込みなど視界に入りにくい障害物に注
意してください。見通しの悪い場所、茂み、立
ち木、背の高い草、などの障害物の近くでは安
全に十分注意してください。不整地では車両が
転倒したり、足元が不確かになって運転姿勢が
崩れたりする恐れがあります。

– ガードやシールドやカバーが破損したり、正し
く取り付けられていない状態のままで運転しな
いでください。安全ガードや安全スイッチなど
は、必ず適切に機能する状態で機械を使用し
てください。

– どんな時でも、排出口の近くに手足などを近
づけないでください。

– 可動部に手足を近づけないよう注意してくださ
い。エンジンを駆動させたままで調整を行うの
は可能な限り避けてください。

• 手、足、髪の毛、衣服、アクセサリなどは回転部
に巻き込まれる恐れがあります。

– 必ず、ガード類、シールド類その他の安全装置
が正しくに取り付けられて適切に作動する状態
で運転すること。

– 手、足、髪の毛、衣服、アクセサリなどを回転
部に近づけないこと。

• 液剤や粒剤などの資材の吹き出し口を人に向けな
いでください。また、吹き出し口を壁などに向けな
いでください。異物が飛び出した時に跳ね返って身
体に当たってけがをする恐れがあります。

• 旋回動作を行う時は、注意深くゆっくりと行ってくだ
さい。方向を変える前に、後方の安全と旋回方向
の安全を確認してください。どうしても必要な時以外
は、バックしながらの作業は行わないでください。

• 小さな旋回をしながらの散布撒布は避けてくださ
い。均一な散布ができません。

• 農薬は人体や動植物、土壌などに危険を及ぼす可
能性があるので十分注意してください。

• エンジンのガバナの設定を変えたり、エンジンの回
転数を上げすぎたりしないでください。
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• エンジンを始動させる前に、すべての機器がニュー
トラルになっていること、駐車ブレーキが掛かってい
ることを確認してください。

• 平らな場所に停車してください。以下の作業を行う
場合は、まず、エンジンを停止して可動部が完全
に停止するのを確認し、キーを抜き取り、駐車ブ
レーキを掛けてください

– 機械の点検・清掃・整備作業などを行うとき

– 詰まりを解消するとき

– 機械から離れるときエンジン作動中は機械か
ら離れないこと。

• 燃料補給時は、まず、エンジンを停止して可動
部が完全に停止するのを確認し、駐車ブレーキを
掛けてください

• 子供の存在に気付かないと悲劇的な事故になりか
ねません。子供たちの多くは、機械や薬剤散布作
業に興味を引かれます。子供は常に動き回り、同
じ場所にはいないことを肝に銘じてください。

– 作業場所に子供を入れないでください。子供た
ちが周囲にいる時には、オペレータ以外の誰か
が責任をもって監視してください。

– 子供が作業エリアに入り込んだ場合には、危険
防止のために機械を停止してください。

– 後退時や方向転換時には、必ず後方、足元、
そして両サイドの安全を確認し、特に小さな子
供がいないか注意してください。

– 子供に運転させないでください。

– 子供を乗せないでください。機会が停止中で
あっても乗せてはいけません。子供が機械か
ら落ちて大けがをする恐れがあり、それ以前に
非常に危険なことです。機械に乗せて欲しい子
供が突然目の前に飛び出したり、知らぬ間に
機械の後ろに立っていて轢かれるなどの可能性
があります。

• 斜面や凹凸のある場所で作業をするときは、機械
をなるべく軽くして運転してください。

• 液剤も粒剤もタンクホッパーの中で動いてマシンの
重心を変化させます。特に旋回中、斜面走行中や
速度を急に変化させた時、凹凸のある場所を走行
している時には、この現象が起こりやすくなる。重
心の急変は転倒につながりますから十分注意して
ください。

• 大量の資材を積んでいる時は走行速度を落とし十
分な停止距離を確保する。

• ラフ、凹凸のある場所、縁石の近く、穴の近くなど
路面が一定でない場所では積載量を減らし、減速
して走行してください。車体が揺れると重心が移動
し、運転が不安定になります。

• 路面の状態が急に変化するとハンドルが突然回転
し、手や腕にけがをする場合があります。凹凸の
ある場所での走行や縁石を乗り越えるときなどは
減速してください。

• エンジンを停止するごとに、散布スティック内部の
薬液を完全に抜いてください。

• 散布スティック内部には、エンジン停止中でも高圧
の液剤が閉じ込められています。高圧の液剤を浴
びると重大な人身事故になる恐れがある。

– ノズルや水流を人や動物や散布に無関係な場
所に向けない。

– 電気機器や電源設備に向かって散布しない。

– 散布スティック、ホース、シール、ノズルなどが
破損した場合は、修理せずに交換する。

– 散布スティックのノズルにホースなどを接続しな
い。

– 散布スティックを取り外す場合は、内部の水
圧をゼロにする。

– トリガーロックが故障している散布スティックは
使用しない。

– 散布作業を終えたら、散布スティックロックオー
プンのまま放置しない。

– 液剤を排出する水圧を下げる時にはノズルの
近くに誰もいないことを確認し、人の足元に液
を排出しないように注意する。

斜斜斜面面面でででののの安安安全全全確確確保保保
斜面はスリップや転倒などを起こしやすく、これらは重
大な人身事故につながります。斜面での安全運転はオ
ペレータの責任です。どんな斜面であっても、通常以
上に十分な注意が必要です。

• 以下に掲載している斜面での運転上の注意点やそ
の場合の天候条件および場所の条件などを良く
読み、作業日当日の現場のコンディションが作業
に適当かどうか判断してください。同じ斜面上で
あっても、地表面の条件が変われば運転条件が
変わります。

• 斜面の刈り込みは、上り下り方向でなく、横断方
向に行ってください。急斜面や濡れた斜面での運
転はしないでください。

• 斜面に入る前に、安全の判断をしてください。斜面
については、実地の測定なども行って、安全に作
業ができるかどうかを判断してください。この調査に
おいては、常識を十分に働かせてください。

• 斜面での発進・停止・旋回は避けてください。斜面
では、上下方向に走行してください。急に方向を変
えたり急な加速やブレーキ操作をしないでください。
どうしても旋回しなければならない場合は、ゆっくり
と、可能であれば谷側に、旋回してください。後退
は十分注意して行ってください。

• 走行、ステアリング、安定性などに疑問がある場合
には運転しないでください。

• 隠れた穴、わだち、盛り上がり、石などの見えな
い障害は、取り除く、目印を付けるなどして警戒
してください。深い芝生に隠れて障害物が見えな
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いことがあります。不整地では機体が転倒する可
能性があります。

• ぬれた面、急斜面など滑りやすい場所で運転する
とスリップして制御できなくなる危険があります。ス
リップを起こすとブレーキや舵取りができなくなる
恐れがあります。

• 段差、溝、盛り土、水などの近では安全に十二分
の注意を払ってください。万一車輪が段差や溝に
落ちたり、地面が崩れたりすると、機体が瞬時に
転倒し、非常に危険です。必ず安全距離を確保
してください。

g222400

図図図 17

1. 安全ゾーン機械を使用してよいゾーン
2. 期間ゾーン落ち込みの近く、溝の近く、高いところ、水辺

など危険な場所では手押し式の機械を使うか、手散布で作
業する。

3. 水
4. W=マシンの幅
5. 障害物からの安全距離マシンの幅の 2倍を維持して運転し

てください。

• アタッチメントを搭載すると機械の安定性が変化しま
すから、運転には特に注意してください。

• 坂を登りきれないでエンストしたり、しそうになったり
した時はまず落ち着いてゆっくりとブレーキを踏み、
必ずバックで ゆっくりと下がってください

• 下り坂では、ギアシフト付き車両では必ずギアを
入れた状態で走行してください。

• 斜面に駐車しないでください。

• タンク内の液剤の重量によって車両の重心が変化
し、ハンドリングも変わってきます。暴走や人身事故
を防止するために、以下の注意をお守りください。

– 重い積荷を積んで走行しているときには、速度
に注意し、常に安全な停止距離を確保してくだ
さい。急ブレーキは絶対につつしみましょう。斜
面ではより慎重な運転を心がけましょう。

– 旋回中、斜面走行中や速度を急に変化させた
時、凹凸のある場所を走行している時などに

は、タンク内の液剤が大きく揺れ動きます。
重心の急変は転倒につながりますから十分注
意してください。

運運運転転転操操操作作作

運運運転転転台台台ののの開開開閉閉閉にににつつついいいててて

運運運転転転台台台ををを開開開くくく

1. 運転台ロック用のノブを内側に引くと、ピンの先
端がシャーシの上穴から抜ける(図 18)。

g027430

図図図 18

1. 運転台ロックノブ 3. シャーシの下穴

2. 運転台

2. 運転台を下げて開き、ロック用のピンをシャーシ
の下穴に整列させる (図 18)。

3. 運転台ロック用のノブのピン先をシャーシの下穴
に押し込む (図 18)。

運運運転転転台台台ををを閉閉閉じじじるるる

1. 運転台を上げて、ロック用のノブを内側に引くと、
ピンの先端がシャーシの上穴から抜ける(図 18)。

2. 運転台を上げて、ロック用のピンをシャーシの上
穴に整列させる (図 18)。

3. 運転台ロック用のノブのピン先をシャーシの上穴
に押し込む (図 18)。
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燃燃燃料料料バババルルルブブブののの開開開閉閉閉方方方法法法
燃料バルブは以下のように使用してください

• 燃料バルブを開くには、ハンドルを左一杯に回す。

• 燃料バルブを閉じるには、ハンドルを右一杯に回
す。

g248832

図図図 19

1. 燃料タンク 3. 燃料バルブ閉じた位置)
2. 燃料バルブ開いた位置)

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順

注注注意意意
こここののの機機機械械械ののの運運運転転転音音音はははオオオペペペレレレーーータタタののの耳耳耳ののの位位位置置置ででで 85
dBA以以以上上上とととなななりりり、、、長長長時時時間間間使使使用用用しししつつつづづづけけけるるるととと聴聴聴覚覚覚ににに
障障障害害害ををを起起起こここすすす可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

機機機械械械ののの運運運転転転中中中ははは聴聴聴覚覚覚保保保護護護具具具ををを着着着用用用すすするるるこここととと。。。

1. 燃料バルブが開いていることを確認してくださ
い 燃料バルブの開閉方法 (ページ 22)を参照。

2. ステアリング兼走行レバーをニュートラル位置に
し、駐車ブレーキを掛ける ステアリングコントロー
ル (ページ 11)、走行コントロールレバー (ページ
11)、駐車ブレーキレバー (ページ 11)を参照。

注注注 エンジンを始動するには駐車ブレーキを掛け
ることが必要です。運転台に居なくてもエンジ
ンは掛かります。

3. スロットルレバーを低速と高速の中間位置にセッ
トする スロットルコントロール (ページ 12)を参照。

4. エンジンが冷えている場合は、チョークを ON
位置にセットする チョークコントロール (ページ
12)を参照。

注注注 エンジンが暖かい場合は、チョークを OFF位
置にセットする。

5. 始動スイッチキーを START位置に回す 始動ス
イッチ (ページ 12)を参照。

注注注 エンジンが始動したら、スイッチから手を離
す。

重重重要要要 スススタタターーータタタモモモーーータタタははは 1度度度ににに 10秒秒秒間間間以以以上上上連連連続続続
ででで使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。5秒秒秒以以以内内内にににエエエンンンジジジンンンががが

始始始動動動しししなななかかかっっったたた場場場合合合ははは、、、60秒秒秒間間間待待待っっってててかかからららもももううう一一一
度度度始始始動動動ををを試試試みみみてててくくくだだださささいいい。。。こここののの手手手順順順ををを守守守らららななないいいととと
スススタタターーータタタモモモーーータタタががが過過過熱熱熱すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

6. チョークを ON にしていた場合はエンジンが始
動して温まるにつれてチョークレバーを OFF側
に移動する。

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順
1. ステアリング兼走行レバーをニュートラル位置に

し、マシンを完全停車状態にする ステアリング
コントロール (ページ 11)、 走行コントロールレ
バー (ページ 11)を参照。

2. スロットルを 低速と高速の中間位置にセットす
る スロットルコントロール (ページ 12)を参照。

3. その状態で 15秒間程度エンジンを作動させた後
にスイッチを OFF にする 始動スイッチ (ページ
12)を参照。

4. 駐車ブレーキを掛ける 駐車ブレーキレバー (ペー
ジ 11)を参照。

5. キーを取り外す始動スイッチ (ページ 12)を参照。
6. マシンを数日間使用しない時、現場への行き帰り

の搬送中、室内で駐車する時は、燃料バルブ
を閉じてください 燃料バルブの開閉方法 (ページ
22)を参照。

外外外気気気温温温ががが低低低いいい時時時ととと高高高いいい時時時のののエエエアアアクククリリリーーー
ナナナカカカバババーーーののの位位位置置置ののの変変変更更更

重重重要要要通通通常常常温温温度度度ののの時時時にににエエエアアアクククリリリーーーナナナカカカバババーーーををを低低低温温温時時時用用用
ののの位位位置置置にににしししたたたままままままでででマママシシシンンンををを使使使用用用すすするるるととと、、、エエエンンンジジジンンンををを破破破
損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

エアクリーナカバーの位置は、低温用位置と通常位
置の 2 種類があります。

エアクリーナのカバーは以下のように調整します

• 外気温が低い時寒い時は、雪の模様が描かれて
いる面を外側にしてエアクリーナカバーを取り付け
ます (図 20)。

注注注キャブレターが凍結するような条件、外気温が低
く総体湿度が高いときの使用位置。このような低温
では、エンジンがアイドリングや低回転時に咳き込
むような動きをし、排気が黒くまたは白くなります。

• 暖かい時通常時は、太陽の模様が描かれている
面を外側にしてエアクリーナカバーを取り付けま
す (図 20)。

注注注外気温が高く、相対湿度が低い時の使用位置
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g023827

図図図 20

1. 通常温度の運転位置 2. 低温時の運転位置

マママシシシンンンををを運運運転転転すすするるる

注注注意意意
ススステテテアアアリリリンンングググコココンンントトトロロローーールルルををを右右右一一一杯杯杯ややや左左左一一一杯杯杯ににに操操操作作作
すすするるるととと機機機械械械ははは急急急旋旋旋回回回すすするるる。。。そそそのののよよようううななな運運運転転転をををすすするるるととと
機機機械械械ををを制制制御御御ででできききなななくくくなななっっっててて大大大けけけがががをををしししたたたりりり機機機械械械ををを破破破
損損損さささせせせるるる事事事故故故とととなななるるる。。。

• 旋旋旋回回回動動動作作作ははは注注注意意意深深深くくく行行行うううこここととと。。。
• 小小小さささななな旋旋旋回回回ををを行行行ううう前前前にににははは速速速度度度ををを十十十分分分ににに落落落とととししし
てててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 手手手ををを離離離しししてててもももニニニュュューーートトトラララルルル位位位置置置ににに戻戻戻らららななないいい場場場合合合
ははは、、、代代代理理理店店店にににごごご連連連絡絡絡くくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 走走走行行行ををを開開開始始始すすするるるたたためめめにににははは、、、走走走行行行コココンンントトトロロローーールルルををを
操操操作作作すすするるる前前前ににに駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを解解解除除除すすするるる引引引ききき上上上げげげるるるこここととと
ががが必必必要要要ででですすす。。。

前前前進進進走走走行行行

1. 走行コントロールレバーをニュートラル位置に動
かす。

2. 駐車ブレーキを解除する。

3. 走行するにはは以下の作業を行う

• まっすぐに前進ステアリングコントロールを中
央にして走行コントロールを前方に押す。

注注注 レバーがニュートラル位置から離れるほ
ど、速度が大きくなる。

g020125

図図図 21

• 旋回旋回したい方向にステアリングコントロー
ルを動かす。

• 停止走行コントロールレバーをニュートラル
位置にする。

注注注積んでいる資材の重量によって停止距離
が変わりますから注意してください。

注注注走行コントロールレバーは、手を離すと自
動的にニュートラル位置に戻ります。

後後後退退退走走走行行行

1. 走行コントロールレバーをニュートラル位置に動
かす。

2. まっすぐに後退ステアリングコントロールを中央に
して走行コントロールを手前に引く。

g020126

図図図 22

旋回旋回したい方向にステアリングコントロー
ルを動かす。

23
 



3. 停止走行コントロールレバーをニュートラル位
置にする。

注注注積んでいる資材の重量によって停止速度が変
わりますから注意してください。

スススプププレレレッッッダダダののの操操操作作作

注注注意意意
農農農薬薬薬ははは人人人体体体ににに危危危険険険ををを及及及ぼぼぼすすす恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• 農農農薬薬薬ををを使使使ううう前前前ににに、、、ラララベベベルルルににに書書書かかかれれれててていいいるるる注注注意意意
事事事項項項なななどどどをををよよよくくく読読読みみみ、、、メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示ををを全全全ててて
守守守っっっててて使使使用用用すすするるる。。。

• 農農農薬薬薬ををを皮皮皮膚膚膚ににに付付付けけけななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。
万万万一一一付付付着着着しししたたた場場場合合合にににははは真真真水水水ととと洗洗洗剤剤剤ででで十十十分分分ににに
洗洗洗いいい落落落とととすすす。。。

• 農農農薬薬薬メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示ににに従従従っっっててて、、、ゴゴゴグググルルルややや手手手袋袋袋
なななどどどののの防防防具具具ををを着着着用用用すすするるるこここととと。。。

スプレッダで撒布できるのは、種子、肥料、融雪剤
など、さらさらとして流動性の高い粒剤です。まずホッ
パーに資材を入れ、現場に移動して撒布を行い、その
後にホッパーを洗浄します。

重重重要要要一一一日日日ののの作作作業業業ががが終終終了了了しししたたたららら、、、ホホホッッッパパパーーーをををきききれれれいいいににに
洗洗洗浄浄浄しししてててくくくだだださささいいい。。。

スススプププレレレッッッダダダ情情情報報報デデディィィスススプププレレレイイイののの使使使用用用方方方
法法法

スススプププレレレッッッダダダ画画画面面面のののアアアイイイコココンンン

スススプププレレレッッッダダダ OFF

モモモーーータタタ過過過電電電流流流エエエラララーーー 電電電圧圧圧測測測定定定エエエラララーーー

スススプププレレレッッッダダダ画画画面面面のののアアアイイイコココンンン (cont'd.)

モモモーーータタタ配配配線線線不不不具具具合合合 モモモーーータタタ断断断線線線エエエラララーーー

速速速度度度全全全速速速ににに対対対すすするるる

スススプププレレレッッッダダダ情情情報報報画画画面面面

• スプレッダ起動画面 (ページ 24)
• デフォルトのスプレッダ画面 (ページ 25)
• スプレーヤ作業画面 (ページ 37)
• スプレッダの不具合コード (ページ 71)

スススプププレレレッッッダダダ起起起動動動画画画面面面

キーを RUN位置にすると、スプレッダ情報ディスプレイ
は以下の画面をそれぞれ2秒間表示します

注注注 LED状態表示ランプが赤→オレンジ→緑と変化。

g305692

図図図 23
スプレッダファームウェア画面
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図図図 24
スプレッダアワーメータ画面

デデデフフフォォォルルルトトトのののスススプププレレレッッッダダダ画画画面面面

デフォルト画面は起動画面の後に表示されます。

g305459

図図図 25
スプレッダデフォルト画面

1. デフォルト画面インペラモータは OFF

スススプププレレレッッッダダダモモモーーータタタ画画画面面面

スプレッダモータ画面はインペラコントロールスイッチを
操作すると表示されます。

注注注モータが8秒間動作するとデフォルト画面となります。

g305328

図図図 26
スプレッダモータ画面

イイインンンペペペラララコココンンントトトロロローーールルルスススイイイッッッチチチののの使使使用用用
方方方法法法

g305645

図図図 27

1. インペラコントロールスイッ
チ

2. スプレッダ情報ディスプレイ

インペラコントロールスイッチ図 27は、インペラ駆動モー
タを作動させるとき、インペラモータの速度を調整すると
き、インペラ駆動モータを停止させるときに使用します。

• スイッチ上部を軽く押すとインペラ駆動モータが作
動します。

• スイッチ上部を軽く押すとインペラ駆動モータの速
度が増加します。

• スイッチ下部を軽く押すとインペラ駆動モータの速
度が減少します。

• スイッチ下部を1秒間押し続けるとインペラ駆動モー
タが停止します。

スススプププレレレッッッダダダ使使使用用用前前前ののの設設設定定定操操操作作作
スプレッダを使用する前に、撒布する資材に合わせて
スプレッダの設定キャリブレーションを行ってください ス
プレッダの設定キャリブレーション (ページ 25)を参照。

重重重要要要適適適正正正ににに撒撒撒布布布ででできききるるるここことととををを確確確認認認しししてててかかからららホホホッッッパパパーーーににに
資資資材材材ををを充充充填填填しししてててくくくだだださささいいい。。。

スススプププレレレッッッダダダののの設設設定定定キキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンン
初めて撒布する資材には、必ずキャリブレーション投
下量設定が必要です。このスプレッダは、資材の粒
径、比重、撒布速度、風の影響などをうけつつ、幅
1.56.7 m で撒布を行います。

撒布幅 (ページ 30)と、撒布パターンの設定 (ページ
26)、有効撒布幅を決定する (ページ 27)、および撒
布量の計算 (ページ 27)を参考にして設定作業を行っ
てください。

試試試運運運転転転場場場所所所とととマママシシシンンンののの準準準備備備

準準準備備備すすするるるもももののの撒布資材収集用の浅い容器 15 個とメ
スシリンダー 15 個

注注注撒布パターンを最も正確に把握するために、浅い
容器とメスシリンダーを使用します。下図のように、
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縦 × 横 × 高さ 30 cm × 90 cm × 5 cm 程度の容器を
15 個用意します。
1. 1つの容器を、走行ラインの真下に置く。その両
隣に、タイヤが通るのに十分なすきまを開けて
容器を置く。

2. 残りの容器を図 28または図 29のように一直線
に並べる。

• 粒径の大きな資材の場合

左右それぞれの側に 6個の容器を 30 cm間
隔で並べる (図 28)。

g027328

図図図 28
粒径の小さな資材の場合

1. マシンは容器の列に向かっ
て走行

4. L1 と R1 の部分に大きな
すきまマシンのタイヤが通
るスペース

2. 中央の容器 5. 30 cm のすきま
3. 収集容器相互にすきまを
開ける

6. メスシリンダー

• 粒径の小さな資材の場合

左右それぞれの側に 6個の容器をすき間を
開けずに並べる (図 29)。

g027327

図図図 29
粒径の小さな資材の場合のスペース

1. マシンは容器の列に向かっ
て走行

4. 右側収集容器列すき間なし

2. 中央の容器 5. L1 と R1 の部分に大きな
すきまマシンのタイヤが通
るスペース

3. 左側収集容器列すき間なし 6. メスシリンダー

3. 通常の撒布状態で容器の列を通過できるように
十分に離れた場所から撒布を開始し、容器で
回収する。

4. 予定している撒布量に合うカム設定を調べる 撒
布幅 (ページ 30)を参照。

5. 撒布量設定カム図 30を、ステップ 4 で決めた目
盛にセットする。

g259776

図図図 30

1. 撒布量設定カム

6. 撒布したい資材を、ホッパーの半分ほどまで入れ
る ホッパーに資材を入れる (ページ 28)を参照。

撒撒撒布布布パパパタタターーーンンンののの設設設定定定

1. 撒布パターンコントロールを真ん中に合わせるを
参照。

2. インペラコントロールスイッチの上部または下部を
軽く押すと撒布パターンを調整することができま
す。

26
 



モモモーーータタタ回回回転転転速速速度度度をををここここここににに記記記
録録録 %。。。

3. 受け容器の列に向かって適当な速度で運転を
開始する。

4. 容器の列に近づいたらワイド撒布コントロールを
OPEN位置にして列の上を通り過ぎる。

5. ゲートコントロールを閉じ、走行レバーをニュート
ラル位置にし、エンジンを止め、可動部が完全停
止したらキーを抜き取り、駐車ブレーキを掛ける。

6. 各容器に識別番号などを振る例 L2, L1,センター,
R1, R2 など図 28と図 29を参照。

7. 1つの容器に回収された資材の量をメスシリン
ダーで調べる。投下量を記録したら容器を列に戻
す。全部の容器についてこの作業を行う。

注注注容器ごとに割り当てたメスシリンダーの高さの
ほぼ半分まで資材がたまるまで、以上の手順を
繰り返す毎回同じ方向から撒布すること。

8. 容器の前にメスシリンダーを一列に並べ、スプ
レッダからの撒布の均一性を調べる。

9. 撒布パターンの調節については撒布パターンの
調整 (ページ 31)を参照。

10. ホッパーに半分程度の資材を入れてステップ1-9
を繰り返す均一な撒布ができるまでこれを繰り
返す。

有有有効効効撒撒撒布布布幅幅幅ををを決決決定定定すすするるる

資材の均一な撒布ができる実効撒布幅を決定します。

注注注 撒布範囲は、6-8 mです。
1. 撒布パターンが正しく調整できたら、中央の容器

が回収した量を確認する。

2. 中央の容器の両側の容器のメスシリンダーのう
ち、中央のメスシリンダーの量の 1/2 しか収集で
きていないメスシリンダを探し、

3. それぞれに対応する容器へ行き、その容器左列
の該当容器から右の列の該当容器までの距離
を測定する。

有有有効効効撒撒撒布布布幅幅幅をををここここここににに記記記録録録 .

投投投下下下量量量計計計算算算用用用のののキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンン走走走行行行路路路ののの準準準備備備

1. 93 m2 (1,000 ft2) を、 有効撒布幅を決定する
(ページ 27)で求めた有効撒布幅で割って、撒布
コースの長さを求める公式を使用する。撒撒撒布布布コココーーー
スススののの長長長さささをををここここここににに記記記入入入: .

撒撒撒布布布コココーーースススののの長長長さささををを求求求めめめるるる公公公式式式

公公公式式式
93 m2(1,000 ft2)
/ 有効撒布幅

= キャリブレーション
コースの長さ

例例例 93 m2(1,000 ft2)
/ 1.8 m (6 ft) = 51 m (167 ft)

注注注 この例では、有効幅は 1.8 m です。
2. コースの長さを測ってマーキングする。スプレッダ

が撒布開始マークを通過する際に十分な走行速
度が出ているように助走距離を確保すること。

撒撒撒布布布量量量ののの計計計算算算

1. 撒布を行う場所の面積と撒布量を計算してワー
クシートに記録する。

撒撒撒布布布場場場所所所ののの面面面積積積をををここここここににに記記記録録録 .
撒撒撒布布布必必必要要要量量量をををここここここににに記記記録録録 .

2. 最初に、撒布幅 (ページ 30)に記載されている推
奨撒布量、または資材メーカーが推奨している製
品ラベルに記載されている撒布量を基にして、 93
m2 (1,000 ft2)の面積に撒布すべき量を求める。

注注注 この例では、キャリブレーション用コースは幅
1.8 m × 長さ 51 m です。

3. 撒布量カムを適当な目盛にセットする目盛につい
ては撒布幅 (ページ 30)を参照。

4. ホッパーに資材を入れる。

注注注 例として、11.3 kg (25 lb)の資材を入れるこ
とにする。

5. キャリブレーションコースに撒布を行う。

6. ホッパーに残っている資材をきれいなバケツに移
すスプレッダを空にするには (ページ 28)を参照。

7. 資材が入った状態のバケツの重量を測って記録
する。バケツの資材をホッパーに戻し、空になっ
たバケツの重量を測定する。資材残量を求める
公式に従って、ホッパーに残っていた資材の重量
を割り出す。残残残っっっててていいいたたた資資資材材材ののの重重重量量量をををここここここににに記記記
録録録 .

残残残っっっててていいいたたた資資資材材材ののの重重重量量量ををを求求求めめめるるる公公公式式式

公公公式式式

残っていた資
材の入ったバ
ケツの - バケ
ツの重量

= 残っていた資材
の重量

例例例 10 kg (22 lb) /
1 kg (2 lb) = 9 kg (20 lb)

注注注 この例では、テストコースに撒布した後にホッ
パーに残っていた資材の重量は 9 kg であった。

8. 撒布された資材の重量を求める公式に従って、
実際に撒布された資材の重量を求める。撒撒撒布布布さささ
れれれたたた資資資材材材ののの重重重量量量をををここここここににに記記記録録録 .

撒撒撒布布布ささされれれたたた資資資材材材ののの重重重量量量ををを求求求めめめるるる公公公式式式

公公公式式式

当初の資材の
重量- 残った資
材の重量

= 実際に撒布された
資材の重量
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撒撒撒布布布ささされれれたたた資資資材材材ののの重重重量量量ををを求求求めめめるるる公公公式式式 (cont'd.)

例例例 11.3 kg (25 lb)
/ 9 kg (20 lb)

3
= 2.3 kg (5 lb)

注注注 以上により、選択されたモータ速度で、2.3
kg (5 lb)の資材が 93 m2 (1,000 ft2)のテストコー
スに撒かれたことが分かった。

9. 必要に応じて、撒布量調整カムで微調整を行
う。撒布量の設定ができたら、確認のため、
もう一度テストを行う。

重重重要要要同同同じじじ場場場所所所でででテテテススストトトををを繰繰繰りりり返返返すすすととと資資資材材材ののの撒撒撒きききすすす
ぎぎぎににによよよっっってててタタターーーフフフががが傷傷傷むむむ恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。テテテススストトト
ははは毎毎毎回回回別別別ののの場場場所所所ででで行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。

ホホホッッッパパパーーーににに資資資材材材ををを入入入れれれるるる

ホホホッッッパパパーーーののの最最最大大大重重重量量量79 kg
1. 作業現場へ移動する。

2. 平らな場所で、走行レバーをニュートラル位置に
し、エンジンを止め、可動部が完全停止したら
キーを抜き取り、駐車ブレーキを掛ける。

3. ヘビー撒布用粒剤ゲートレバーが前方一杯位置
閉になっているこをを確認する ヘビー撒布用粒剤
ゲートレバー (ページ 13)を参照。

4. 撒布量設定カムについては撒布幅 (ページ 30)を
参照図 31。

注注注撒布したい資材が表に掲載されていない場合
には、低めの設定から始めて調整してください。

g027326

図図図 31

1. カバー 3. 撒布量設定カム
2. ホッパー

5. ホッパーのカバーを外し、撒布したい資材のホッ
パーに入れ、カバーを元通りに取り付ける (図
31)。

注注注 資材を入れすぎないでください最大重量 は
79 kg です。

注注注必要であれば、追加用の資材の入った袋を 1
つだけ、液剤タンクの上に載せることができます。

スススプププレレレッッッダダダををを空空空にににすすするるるにににははは

イイインンンペペペラララののの取取取りりり外外外ししし

1. 平らな場所で、走行レバーをニュートラル位置に
し、エンジンを止め、可動部が完全停止したら
キーを抜き取り、駐車ブレーキを掛ける。

2. ホッパーに残っている資材を出来る限り手で除
去する。

3. 前方カバーインペラの下をシャーシに固定してい
るサムスクリュ4本を外してカバーを外す図 32。
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g033530

図図図 32

1. 前方カバー 3. サムスクリュ

2. クリップナット

4. インペラをインペラモータのシャフトに固定してい
る駆動ピンを抜き取り、インペラをシャフトから外
す図 33と図 34。

g027324

図図図 33

1. 駆動ピン 3. インペラ

2. シャフト

g027325

図図図 34

5. インペラモータのシャフトの下に浅い容器を置く
図 34。

撒撒撒布布布量量量ゲゲゲーーートトトのののリリリンンンケケケーーージジジををを外外外すすす

1. ゲートケーブルのロッキングスリーブを後方に押
して、撒布量ゲートのリンケージからケーブルを
上方に外す (図 35)。
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図図図 35

1. ロッキングスリーブ 4. 撒布量設定カム
2. ゲートケーブル 5. 撒布量ゲートのリンケージ
3. ボールスタッド

2. ボールスタッドからケーブルを抜きとる図 35。
3. 設定カムを 9 を超えた位置まで回して、カムのス

ロットをリンケージに合わせる図 35。
4. リンケージを後方一杯まで押す図 35。
5. ホッパーから落ちてくる資材は浅い容器で受け

るホッパーが空になったら容器を外す。

撒撒撒布布布量量量ゲゲゲーーートトトのののリリリンンンケケケーーージジジののの取取取りりり付付付けけけ

1. 撒布量設定カムをクリアするところまでリンケー
ジを引き出す図 35。

2. ヘビー撒布用粒剤ゲートレバーを前方に押す。

3. ゲートレバーのボールスタッドにケーブルを取
り付ける図 35。

イイインンンペペペラララののの取取取りりり付付付けけけ

1. 駆動シャフトにインペラを取り付けて駆動ピンで
固定する。

2. 前カバーの穴をシャーシのクリップナットに合わ
せ、ステップ 3 インペラの取り外し (ページ 28)で
外したサムスクリュ 4 本でカバーをベースに固
定する。

スススプププレレレッッッダダダののの使使使用用用方方方法法法

撒撒撒布布布幅幅幅

注注注ペレット資材と種子の撒布のためのカム設定データは、Brinly-Hardy Companyの許可を得て使用しています詳
細については Brinly-Hardy Company のウェブサイトをご覧ください。

これらの表はあくまでも目安としてお使いください。また、天候、スプレッダの動作、資材の状態などもスプ
レッダの撒布性能に影響を与えます。

カカカムムム設設設定定定パパパレレレッッットトト状状状資資資材材材ののの撒撒撒布布布

タタタイイイプププ kg / 93 m2 (lb per 1,000 ft2) カカカムムム設設設定定定 — 1 回回回撒撒撒ききき カカカムムム設設設定定定 — 往往往復復復撒撒撒ききき

0.5 (1) 3.6 3.1

0.9 (2) 4.0 3.5

微細粒ペレット

1.4 (3) 4.2 3.7

0.9 (2) 3.7 3.2

1.8 (4) 4.7 4.1

混合微細粒ペレット

2.7 (6) 5.2 4.5

0.9 (2) 3 2.2

1.8 (4) 4.2 3.7

細粒ペレット

2.7 (6) 4.5 4
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カカカムムム設設設定定定パパパレレレッッットトト状状状資資資材材材ののの撒撒撒布布布 (cont'd.)

0.5 (1) 3.5 3

0.9 (2) 4.2 3.7

チッソペレット中サイズ

1.4 (3) 4.7 4

0.9 (2) 3.5 3

1.8 (4) 4.2 3.8

中サイズペレットと粒剤

2.7 (6) 5.2 4.5

0.9 (2) 3.8 3.3

1.8 (4) 4.9 4.1

大きくて重たいペレット

2.7 (6) 5.9 4.9

表はあくまでも目安としてお使いください。液剤と粒剤を同時に撒布する場合には、粒剤の撒布幅を液剤の撒布幅
の 2倍に設定してください縞状や筋状になりにくくなります。例標準液剤散布幅 = 2.7 m、粒剤撒布幅 5.4 m。

カカカムムム設設設定定定芝芝芝草草草種種種子子子ののの播播播種種種

タタタイイイプププ 袋袋袋重重重量量量 被被被覆覆覆率率率 - m2 (ft2) カカカムムム設設設定定定— 全全全量量量 カカカムムム設設設定定定— 半半半量量量 散散散布布布幅幅幅

0.23 kg (0.5 lb) 93 (1,000) 1.25 4

0.45 kg (1 lb) 93 (1,000) 2.0 4

ブルーグラスやレッ
ドトップ

0.9 kg (2 lb) 93 (1,000) 2.5 4

2.27 kg (5 lb) 93 (1,000) 2.5 4

0.45 kg (1 lb) 93 (1,000) 3.0 4

パーク、メリオン、
デルタ、ケンタッ
キーブルーグラス

0.9 kg (2 lb) 93 (1,000) 3.5 4

0.9 kg (2 lb) 93 (1,000) 70 2.25 6

1.36 kg (3 lb) 93 (1,000) 3.0 2.5 6

ハルドバミューダ

1.81 kg (4 lb) 93 (1,000) 3.25 70 6

0.9 kg (2 lb) 93 (1,000) 6.0 6

1.81 kg (4 lb) 93 (1,000) 7.0 6

大粒の種子を含む
種子ミックス

2.72 kg (6 lb) 93 (1,000) 7.0 6

0.9 kg (2 lb) 93 (1,000) 6.0 6

1.81 kg (4 lb) 93 (1,000) 7.0 6

ライグラスやトール
フェスク

2.72 kg (6 lb) 93 (1,000) 7.75 6

113 kg (4 oz) 93 (1,000) 1.9 8

227 g (8 oz) 93 (1,000) 2.1 8

ダイコンドラ

340 g (12 oz) 93 (1,000) 2.5 8

1.81 kg (4 lb) 93 (1,000) 4.5 3.75 7

2.27 kg (0.5 lb) 93 (1,000) 4.75 4.0 7

ペンサコーラバヒア

2.72 kg (6 lb) 93 (1,000) 5.0 4.25 7

撒撒撒布布布パパパタタターーーンンンののの調調調整整整

撒布が右側または左側に偏る場合どちらかの側が薄撒
きまたは厚撒きになる—図 36と図 37を参照。
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g025543

図図図 36

1. 左側が厚撒きになる場合 3. 右側が厚撒きになる場合
2. ランプパターンを影付き位
置に変更

注注注資材の流れを分割するランプの調整はしない。前ま
たは後のランプ位置の調整のみを行う。

1. 撒布パターンコントロールのハンドルを左に 90°
回してロックを解除する図 37の 2。

g304910

図図図 37

1. スプレッダ撒布パターン調
整部

4. 右側が厚くなる場合の調整
開始点

2. 左に回してロック解除 5. 右に回してロック
3. 左側が厚くなる場合の調整
開始点

2. 以下の手順で調整する

• 左側への撒布が厚くなりすぎる場合には、パ
ターンコントロールを少しだけ引き出す図 37
の 3 を参照。

• 右側への撒布が厚くなりすぎる場合には、パ
ターンコントロールを少しだけ押し込む図 37
の 4 を参照。

3. 撒布パターンコントロールのハンドルを右に 90°
回してロックする図 37の 5。

デデデフフフレレレクククタタタゲゲゲーーートトトののの使使使いいい方方方

歩道、駐車場、パティオ中庭など粒剤を撒布したくな
い場所、資材が飛ぶのを一時的に止めたい場合に
使います。

注注注止められるのはスプレッダの左側からの撒布のみ
です。

• ノブを押し下げるとデフレクタゲートが降りて閉じ、
一時的に粒剤の流れをブロックします。

• ノブを引き上げるとデフレクタが上がって左側も通常
撒布となります。

g027373

図図図 38

1. フェンス 3. デフレクタゲートを下げた
状態

2. 花

資資資材材材ののの撒撒撒布布布

1. エンジンを始動し、スロットルを低速と高速の中
間位置にセットする図 39。
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g305555

図図図 39

1. デフレクタゲートコントロー
ル

6. チョーク

2. ヘビー撒布用粒剤ゲートレ
バー

7. スロットル

3. ライト散布用粒剤ゲートレ
バー

8. インペラコントロールスイッ
チ

4. 流量調整ノブライト散布用
粒剤ゲート

9. スプレッダ情報ディスプレイ

5. 始動スイッチ 10. スプレッダ撒布パターン調
整部

2. スイッチ上部を軽く押してインペラ駆動モータを作
動させる図 39。

注注注 インペラ駆動モータは、前回設定された速
度で駆動します。

3. スロットルを高速位置にして前進を開始する。

4. ナローまたはワイド撒布インペラゲートを開いて撒
布を開始する図 40。

注注注 ライト撒布用粒剤ゲートレバーが OPEN位置
にある時に、ホッパーからインペラへ落ちる粒剤
の量流量を調整するノブです。

g027497

図図図 40

1. ワイド撒布パターン可変。
最大有効幅は 6.7 m

2. ナロー撒布パターン可変。
最低有効幅は 1.5 m

5. 撒布パターン見て調整が必要かどうかを判断す
る。

注注注撒布パターンを調整する必要がある場合は、
撒布パターンの調整 (ページ 31)を参照。

6. 撒布が終了したら、ヘビー撒布用粒剤ゲートレ
バーでゲートを閉じる。

注注注 ヘビー撒布用粒剤ゲートレバー以外ではゲー
ト閉じることができませんから注意してください。
ヘビー撒布用粒剤ゲートレバーを前方一杯まで押
押すと、ライト撒布用粒剤ゲートレバーは前方位
置にリセットされます。

7. 撒布が終わった後はホッパーを洗浄する;スプレッ
ダの洗浄と潤滑 (ページ 46)を参照。

重重重要要要撒撒撒布布布ががが終終終了了了しししたたたららら毎毎毎回回回すすすぐぐぐにににホホホッッッパパパーーーををを空空空
にににしししててて内内内部部部ををを洗洗洗浄浄浄しししてててくくくだだださささいいい。。。こここれれれををを怠怠怠るるるととと、、、薬薬薬
剤剤剤ににによよよるるる腐腐腐食食食なななどどどののの原原原因因因とととなななりりりままますすす。。。
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撒撒撒布布布作作作業業業のののヒヒヒンンントトト

重重重要要要 マママシシシンンンををを使使使用用用すすするるる前前前ににに、、、必必必ずずずキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンンををを行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。

g027374

図図図 41
スプレッダの走行コース例

1. ナロー撒布側デフレクタを使用 4. 180°旋回時は撒布を止める 7. ゲート用

2. 前進 5. 撒布終了位置
3. 実効撒布範可変 1.5-6.7 m 6. フェンス

• 均等な撒布になるように図 41に示すようにオーバラップさせながら撒いてください。

注注注 マシンの側方左右方向への撒布量よりも前方への撒布量の方が多くなります。撒布パターンを調整して
ください。

• 撒布パターンをよく観察しましょう縞模様が出ている場合は不均撒布の可能性があります。
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液液液剤剤剤散散散布布布

注注注意意意
農農農薬薬薬ははは人人人体体体ににに危危危険険険ををを及及及ぼぼぼすすす恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• 農農農薬薬薬ををを使使使ううう前前前ににに、、、ラララベベベルルルににに書書書かかかれれれててていいいるるる注注注意意意
事事事項項項なななどどどをををよよよくくく読読読みみみ、、、メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示ををを全全全ててて
守守守っっっててて使使使用用用すすするるる。。。

• 農農農薬薬薬ををを皮皮皮膚膚膚ににに付付付けけけななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。
万万万一一一付付付着着着しししたたた場場場合合合にににははは真真真水水水ととと洗洗洗剤剤剤ででで十十十分分分ににに
洗洗洗いいい落落落とととすすす。。。

• 農農農薬薬薬メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示ににに従従従っっっててて、、、ゴゴゴグググルルルややや手手手袋袋袋
なななどどどののの防防防具具具ををを着着着用用用すすするるるこここととと。。。

スプレーヤは、液剤除草剤、殺虫剤、肥料などの散
布にご使用ください。タンク、配管、ノズルが十分にき
れいになっていることを確認してから薬液の作成に取
り掛かってください。スプレーヤの運転は、薬剤を作
る、現場に移動して散布する、散布が終了したらタンク
内部を洗浄する、という 3 つの作業から成り立ってお
り、。このつの作業を連続して行っていただくことがス
プレーヤの故障を防止する上で重要です。つまり、前
夜に薬液を作って翌日に散布するというようなことをし
てはいけません。このようなことをすると、薬液が分
離分解するなどして効果が上がらない、散布装置を損
傷するなどの恐れがでてきます。

重重重要要要一一一日日日ののの作作作業業業ががが終終終了了了しししたたたららら、、、スススプププレレレーーーヤヤヤ全全全体体体をををききき
れれれいいいににに洗洗洗浄浄浄しししてててくくくだだださささいいい。。。

スススプププレレレーーーヤヤヤ情情情報報報デデディィィスススプププレレレイイイののの使使使用用用
方方方法法法

スススプププレレレーーーヤヤヤ画画画面面面のののアアアイイイコココンンン

スススプププレレレーーーヤヤヤ アアアワワワーーーメメメーーータタタ

バババッッッテテテリリリーーー電電電圧圧圧 電電電圧圧圧エエエラララーーー

モモモーーータタタ過過過電電電流流流エエエラララーーー モモモーーータタタ配配配線線線不不不具具具合合合

モモモーーータタタ断断断線線線エエエラララーーー

スススプププレレレーーーヤヤヤ情情情報報報画画画面面面

• スプレーヤ起動画面 (ページ 35)
• デフォルトのスプレーヤ画面 (ページ 36)
• スプレーヤ作業画面 (ページ 37)
• スプレーヤの不具合コード (ページ 72)

LED ララランンンプププ
LEDは多色ランプで、システムの状態を表示します。
パネルの右側にあります。

• 緑緑緑点点点灯灯灯正常作動

• 赤赤赤点点点灯灯灯不具合を検知

スススプププレレレーーーヤヤヤ起起起動動動画画画面面面

キーを RUN位置にすると、スプレーヤ情報ディスプレ
イは以下の画面をそれぞれ2秒間表示します

注注注各画面が表示されるごとに、LED ランプが緑に変
わります。
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g305694

図図図 42
スプレーヤファームウェア画面

g305069

図図図 43
エンジンアワーメータ画面

g305695

図図図 44
スプレーヤアワーメータ画面

g305697

図図図 45
バッテリー電圧画面

デデデフフフォォォルルルトトトのののスススプププレレレーーーヤヤヤ画画画面面面

スプレーヤ起動画面の後に、デフォルトのスプレーヤ
画面図 46が表示されます。

アワーメータは、エンジンの稼働時間砂時計が点滅し
ている時の時間を記録します。キーを OFFにすると、
3秒後に表示は消えます。

g305069

図図図 46

1. デフォルト画面スプレーヤ
情報画面

3. エンジンの稼働時間

2. 状態表示 LED ランプ
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スススプププレレレーーーヤヤヤ作作作業業業画画画面面面

散布ポンプスイッチを押すとスプレーヤ作業画面図
47となります。

g305357

図図図 47

1. スプレーヤ作業画面 4. 単位PSI
2. 状態表示 LED ランプ 5. スプレーシステムの水圧実

測値

3. 水圧設定ポイント目標値

散散散布布布ポポポンンンプププスススイイイッッッチチチののの使使使用用用方方方法法法

g305644

図図図 48

1. スプレーヤ情報ディスプレイ 2. 散布ポンプスイッチ

散布ポンプスイッチ図 48はスプレーヤのポンプと液剤
循環ポンプを駆動させるスイッチです。またスプレーヤ
システムの水圧の調整にも使用します。スプレーヤの
ポンプと液剤循環ポンプの停止にも使用します。

• スイッチ上部を押すと散布ポンプが作動を開始し
ます。

• スイッチ上部を押すと散布水圧が上昇します。

• スイッチ下部を押すと散布水圧が減少します。

• スイッチ下部を秒間押し続けると散布ポンプが停
止します。

スススプププレレレーーーヤヤヤのののキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンン設設設定定定
ののの補補補正正正

注注注初めて使用する前や、ノズルを交換したときや適正
量で散布できない時などには、スプレーヤの走行速度
や流量の調整キャリブレーションを行う必要があります。

注注注左右の撒布ブームにはワイドパターン白ノズル、中
央にはナローパターン赤ノズルが付いています。

注注注単位面積あたりの薬剤散布量については薬剤メー
カーの指示に従ってください。

スプレーヤのキャリブレーションは、所定の距離を散布
しながら走行する、走行に要した時間を記録する、そ
の時間中に散布された液剤の量を測る、というステップ
から成り立っています。

走走走行行行速速速度度度ののの計計計算算算

用用用意意意すすするるるもももののの ±0.1秒まで測定可能なストップウォッチ。
1. 走行速度平均速度を測定するためのコースを作

る所定の長さを測ってマーキング。撒撒撒布布布コココーーースススののの
長長長さささをををここここここににに記記記入入入: .

注注注 この例では、コースの長さは 45.7 m です。
2. 液剤タンクの 1/2 まで真水を入れる タンクに液剤

を作る (ページ 42)を参照。
3. マシンがテストコースに入った時点で所定の走
行速度になっており、その状態で第一マークに
到達できるように、十分に離れた場所までマシ
ンを移動させる。

4. 予定している散布速度でマシンが所定のコース
45.7 mを走り切るのにかかる時間秒をストップ
ウォッチで測る。コココーーースススタタタイイイムムムをををワワワーーークククシシシーーートトトににに
書書書ききき入入入れれれるるる。。。

コココーーースススタタタイイイムムムワワワーーークククシシシーーートトト

時間

テスト 1 秒

テスト 2 秒

テスト 3 秒

5. 上記の手順2から4をあと 2回繰り返す。
6. スプレーヤを平らな場所へ移動させ、走行レバー

をニュートラル位置にし、エンジンを止め、可
動部が完全停止したらキーを抜き取り、駐車ブ
レーキを掛ける。

7. 3回の走行の所要時間の平均値秒を求める平均
値を求める公式を使用する。平平平均均均コココーーースススタタタイイイムムムををを
ここここここににに記記記録録録 .

平平平均均均コココーーースススタタタイイイムムムををを求求求めめめるるる公公公式式式
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平平平均均均コココーーースススタタタイイイムムムををを求求求めめめるるる公公公式式式 (cont'd.)

公公公式式式
(タイム 1) + (タイ
ム 2) + (タイム 3)

秒

3
= コース走破に要し

た平均時間

例例例 21.6 + 19.1+
18.4 秒

3
= 19.7 秒間

8. 平均走行速度を求める平均速度を求める
公式を使用する。平平平均均均走走走行行行速速速度度度をををここここここににに記記記
録録録 .

注注注 1 km/h = 16.6 m/min

走走走行行行速速速度度度ののの公公公式式式

公公公式式式
コースの長さ
m x 60 秒

コースタイム秒 x
16.7 m/min

= 走行速度 km/h

例例例 45.7 m x 60 秒

19.7 秒 x 16.6 m/min
= 8.4 km/h

有有有効効効散散散布布布パパパタタターーーンンンののの幅幅幅ををを理理理解解解すすするるる

注注注 散布水圧レギュレータ 2.8 kg/cm²
• ナロー撒布パターン (図 49)は 122 cm幅

g027414

図図図 49
ナロー撒布パターン用ノズルを上から見たところ

1. 散布幅122 cm 4. 散布距離36 cm
2. ノズル 5. 車体前方
3. 散布角度 = 120°

• ワイド散布パターン (図 50)は 274 cm幅

g027415

図図図 50
ワイド散布パターン用ノズルを上から見たところ

1. 散布幅274 cm 4. 散布距離61 cm
2. ノズル 5. ノズル間隔66 cm
3. 散布角度 = 120° 6. 車体前方
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散散散布布布ノノノズズズルルルのののテテテススストトト

オオオペペペレレレーーータタターーー側側側ででで用用用意意意すすするるるもももののの ±0.1秒まで測定可能
なストップウォッチと、最少目盛が50 ml あるメスシリ
ンダー。

注注注散布システムがクリーンであり、タンクの少なくとも
1/2 まで真水が入っていることを確認する。
1. 駐車ブレーキを掛け、エンジンを始動させる。

2. 液剤散布ポンプスイッチを ON位置にする。
3. タンク攪拌レバーを手前に引いてタンクの攪拌

を開始する。

4. スロットルを高速位置とする。

5. レバーを押して OFF位置にする。

注注注 散布流量と水圧を確保するために、攪拌を
止めてください。

6. 散布ポンプスイッチを使って、水圧を 2.8 bar に
する。

注注注 このマシンに搭載されている白と赤のノズルの
常用水圧は 2.8 kg/cm² です。

7. 各ノズルの下にメスシリンダをセットして散布液を
19.7 秒秒秒間間間採取する。

注注注各ノズルからの投下量をワークシートに記録
する。

g027502

図図図 51

1. 目盛付き容器 2. 身体保護具薬品に耐性の
ある手袋

集集集計計計ワワワーーークククシシシーーートトト

集集集計計計ワワワーーークククシシシーーートトト (cont'd.)

左左左側側側ののの散散散布布布ノノノズズズ
ルルル

中中中央央央ののの散散散布布布ノノノズズズルルル 右右右側側側ののの散散散布布布ノノノズズズ
ルルル

テス
ト 1

(ml) (ml) (ml)

テス
ト 2

(ml) (ml) (ml)

テス
ト 3

(ml) (ml) (ml)

8. 各ノズルについて手順7をあと 2回繰り返す。
9. 液剤散布ポンプスイッチを OFF位置にする。

10. 各ノズルが 1分間に散布した水量を求める平均
吐出量の公式を使用する。

平平平均均均吐吐吐出出出量量量ををを求求求めめめるるる公公公式式式

公公公式式式
テスト 1 + テスト
2 + テスト 3

3
= 19.7 秒間の平均

吐出量

475 ml + 507 ml
+ 504 ml

例例例中央ノズル
— ナローパ
ターン赤 3

= 0.49 L

• 右右右ノノノズズズルルル平平平均均均吐吐吐出出出量量量をををここここここににに記記記
録録録 .

• 中中中央央央ノノノズズズルルル平平平均均均吐吐吐出出出量量量をををここここここににに記記記
録録録 .

• 左左左ノノノズズズルルル平平平均均均吐吐吐出出出量量量をををここここここににに記記記
録録録 .

時時時間間間ととと吐吐吐出出出量量量かかかららら流流流量量量ををを求求求めめめるるる

1. ステップ10 散布ノズルのテスト (ページ 39)で調
べたミリリットルの数値をリットルに換算する。

注注注 1 L = 1000 ml
(1 US gallon = 128 fl oz)

換換換算算算ののの公公公式式式

公公公式式式 測定 (X) ml

0.1 L
= (X) L

490 ml例例例 中央ノズ
ル — ナローパ
ターン赤 0.1 L

= 0.49 L

A. 右右右ノノノズズズルルル換換換算算算しししたたた水水水量量量をををここここここににに記記記
録録録 .

B. 中中中央央央ノノノズズズルルル換換換算算算しししたたた水水水量量量をををここここここににに記記記
録録録 .

C. 左左左ノノノズズズルルル換換換算算算しししたたた水水水量量量をををここここここににに記記記
録録録 .
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2. 換算水量から各ノズルの流量を求める。

3.

換換換算算算水水水量量量かかかららら流流流量量量ををを求求求めめめるるる公公公式式式

公公公式式式 (X) L x 60 秒

19.7 秒間
= (X) L

0.49 L x 60 秒例例例中央ノズル—
ナローパターン赤

19.7 秒間
= 3.07 L

/min

A. 右右右ノノノズズズルルル水水水量量量をををここここここににに記記記
録録録 .

B. 中中中央央央ノノノズズズルルル水水水量量量をををここここここににに記記記
録録録 .

C. 左左左ノノノズズズルルル水水水量量量をををここここここににに記記記
録録録 .

注注注採取した水量が ノズルの散布レート表 (ペー
ジ 40)の水量と合わない場合には、ノズル、ホー
ス、フィッティングなどから漏水していないか、過
度の摩耗がないか点検し、必要に応じてノズル
を交換する。

ノノノズズズルルルののの散散散布布布レレレーーートトト表表表

このノズル表でスプレーヤの散布量を確認します

• さまざまなシステム水圧におけるノズルの流量

• 摩耗や破損したノズル

以下の表は TeeJet Turbo FloodJet® ワイドアングルフ
ラットスプレーチップの散布量です

表の内容は TeeJet® Technologiesから掲載許可を受け
た抜粋情報ですより詳しい情報はTeeJet® Technologies
のウェブサイトでご覧いただけます。

重重重要要要緑緑緑黒黒黒のののノノノズズズルルル不不不掲掲掲載載載ははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。こここ
のののノノノズズズルルルははは本本本機機機ににに搭搭搭載載載ささされれれたたた散散散布布布ポポポンンンプププでででははは対対対応応応ででで
きききままませせせんんん。。。

掲載された情報は水温 21°C (70°F)時のものです。

赤赤赤色色色ノノノズズズルルル表表表

散散散布布布水水水圧圧圧 個個個のののノノノズズズルルルののの流流流量量量

0.7 Bar

(10 psi)

0.77 L/min 0.20 gpm 26 oz/min

1.4 Bar

(20 psi)

1.06 L/min 0.28gpm 36 oz/min

2.1 Bar

(30 psi)

1.33 L/min 0.35gpm 45 oz/min

2.8 Bar

(40 psi)

1.51 L/min 0.40gpm 51 oz/min

茶茶茶色色色ノノノズズズルルル表表表

散散散布布布水水水圧圧圧 個個個のののノノノズズズルルルののの流流流量量量

0.7 Bar

(10 psi)

0.95 L/min 0.25 gpm 32 oz/min

1.4 Bar

(20 psi)

1.33 L/min 0.35gpm 45 oz/min

2.1 Bar

(30 psi)

1.63 L/min 0.43gpm 55 oz/min

2.8 Bar

(40 psi)

1.89 L/min 0.50gpm 64 oz/min

40
 



灰灰灰色色色ノノノズズズルルル表表表

散散散布布布水水水圧圧圧 個個個のののノノノズズズルルルののの流流流量量量

0.7 Bar

(10 psi)

1.12 L/min 0.30gpm 38 oz/min

1.4 Bar

(20 psi)

1.60 L/min 0.42gpm 54 oz/min

2.1 Bar

(30 psi)

1.98 L/min 0.52gpm 67 oz/min

2.8 Bar

(40 psi)

2.28 L/min 0.60gpm 77 oz/min

白白白色色色ノノノズズズルルル表表表

散散散布布布水水水圧圧圧 個個個のののノノノズズズルルルののの流流流量量量

0.7 Bar

(10 psi)

1.51 L/min 0.40gpm 51 oz/min

1.4 Bar

(20 psi)

2.16 L/min 0.57gpm 73 oz/min

2.1 Bar

(30 psi)

2.61 L/min 0.69gpm 88 oz/min

2.8 Bar

(40 psi)

3.02 L/min 0.80gpm 102 oz/min

青青青色色色ノノノズズズルルル表表表

散散散布布布水水水圧圧圧 個個個のののノノノズズズルルルののの流流流量量量

0.7 Bar

(10 psi)

1.89 L/min 0.50gpm 64 oz/min

1.4 Bar

(20 psi)

2.69 L/min 0.71gpm 91 oz/min

2.1 Bar

(30 psi)

3.28 L/min 0.87gpm 111 oz/min

2.8 Bar

(40 psi)

3.79 L/min 1.00gpm 128 oz/min

散散散布布布率率率投投投下下下水水水量量量ををを決決決定定定すすするるる

これまでの数値走行速度、散布幅、ノズル流量から
投下水量を求める。

注注注投下水量の別の求め方として、 ノズルの散布レート
表 (ページ 40)と薬品メーカーのラベルに記載されてい
る推奨散布量から決定することもできます。

以下の情報をもとに計算する

• 平均走行速度 = 8.4 km/h
• 散布幅2.7 m
• ノズルの数 = 2
• ノズル吐出量 = 3.0 L/min (0.8 gpm)

注注注以下の公式において、6 と 600は定数。

投投投下下下水水水量量量リリリッッットトトルルル/ 100 m2

1本のノズルの流量 (Lpm) x ノズルの数 x 6 L

走行速度 km/h x 散布幅m
=

100 m2

2.99 Lpm x 2 x 6

8.369 km/h x 2.743 m
=

1.563 L/100 m2(1.5
qt/1,000 ft2)

1 ヘヘヘクククタタターーールルルあああたたたりりり投投投下下下水水水量量量

41
 



1 ヘヘヘクククタタターーールルルあああたたたりりり投投投下下下水水水量量量 (cont'd.)

1本のノズルの流量 (Lpm) x ノズルの数 x 600 L

走行速度 km/h x 散布幅m
=

ヘクター
ル

2.99 Lpm x 2 x 600

8.369 km/h x 2.743 m
= 156 L/ha(16.7 gal/acre)

注注注以下の公式において、544、136、5,940は定数。

投投投下下下水水水量量量Quart per 1,000 ft2

1本のノズルの流量 (gpm) x ノズルの数 x 544 qt

走行速度mph x 散布幅 inches
=

1,000 ft2

0.79 gpm x 2 x 544

5.2 mph x 108 inches
= 1.5 qt/1,000 ft2

(1.5 L/100 macre2)

投投投下下下水水水量量量Gallon per 1,000 ft2

1本のノズルの流量 (gpm) x ノズルの数 x 136 gal

走行速度mph x 散布幅 inches
=

1,000 ft2

0.79 gpm x 2 x 136

5.2 mph x 108 inches
= 0.38 gal/1,000 ft2

(1.5 L/100 m2)

投投投下下下水水水量量量Gallon per Acre

1本のノズルの流量 (gpm) x ノズルの数 x 5,940 gal

走行速度mph x 散布幅 inches
=

acre

0.79 gpm x 2 x 5,940

5.2 mph x 108 inches
= 16.7 gal/acre

(156.1 L/ha)

スススプププレレレーーーヤヤヤののの使使使いいい方方方

スススプププレレレーーーヤヤヤををを使使使用用用すすするるる前前前ににに

散布する薬剤によっては、その化学的特性のために
装置を劣化させやすいものがあり、また、薬品同士が
様々な物質と化学作用を起こします。薬剤のタイプ水
和剤やチャコールなどによっては、装置を磨耗させや
すいものがあります。もし、侵食や磨耗を引き起こしに

くい種類や形態の薬剤を使うことが可能な場合は、そ
のような薬剤をお使いくださるようにお願いいたします。

実際に散布を行う前にスプレーヤのキャリブレーション
を行ってください スプレーヤのキャリブレーション設定の
補正 (ページ 37)を参照。

タタタンンンクククににに液液液剤剤剤ををを作作作るるる

重重重要要要 使使使用用用すすするるる薬薬薬剤剤剤がががフフフッッッ素素素系系系ゴゴゴムムムフフフルルルオオオロロロエエエラララススストトト
マママーーーととと共共共用用用可可可能能能ななな製製製品品品ででであああるるるここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。
共共共用用用ででできききななないいい場場場合合合にににははは薬薬薬剤剤剤ラララベベベルルルにににそそそののの旨旨旨ののの記記記述述述ががが
ああありりりままますすす。。。共共共用用用ででできききななないいい薬薬薬剤剤剤ははは、、、本本本機機機のののOリリリンンングググををを劣劣劣
化化化さささせせせ、、、薬薬薬液液液洩洩洩れれれををを起起起こここしししままますすす。。。

重重重要要要 塩塩塩分分分ををを含含含んんんだだだ水水水ややや処処処理理理水水水はははスススプププレレレーーーシシシススステテテムムム
ににに使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要投投投下下下水水水量量量ののの設設設定定定ががが適適適正正正ででであああるるるここことととををを確確確認認認しししてててかかかららら
タタタンンンクククににに薬薬薬剤剤剤ををを準準準備備備しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. 平らな場所で、走行レバーをニュートラル位置に
し、エンジンを止め、可動部が完全停止したら
キーを抜き取り、駐車ブレーキを掛ける。

2. ナロー撒布パターンレバーもワイド散布パターン
レバーも OFF であること、また、液剤タンクのド
レンハンドルが左に 90°の位置、すなわち閉位
置であることを確認する (図 52)。

g027391

図図図 52

1. スプレーヤタンクのキャップ 4. ドレンバルブ

2. 補給管 5. バルブのハンドル

3. プラグ

3. 薬剤ラベルをよく読んで、散布液の作成に必要な
水量を把握する。

4. 液剤タンクのふたを開ける図 52。

42
 



5. 必要水量の約 ¾ の水を補給口からタンクに入
れる。

重重重要要要 タタタンンンクククにににははは必必必ずずずきききれれれいいいななな真真真水水水ををを先先先ににに入入入れれれててて
くくくだだださささいいい。。。空空空のののタタタンンンクククににに薬薬薬剤剤剤ののの原原原液液液ををを直直直接接接入入入れれれ
ななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

6. ポンプバルブのレバーを右、すなわち開位置に
回す図 53。

g027392

図図図 53

1. ストレーナ液剤タンク 2. ポンプバルブ

7. エンジンを始動し、スロットルを低速と高速の中
間位置にセットする。

8. 液剤散布ポンプスイッチを ON位置にする図 54。

g305521

図図図 54

1. 撹拌バイパスレバー 4. アワーメータと散布水圧表
示

2. ナロースプレー用レバー 5. 散布ポンプスイッチ
3. ワイドスプレー用レバー

9. スロットルを高速位置とする。

10. タンク攪拌レバーを ON位置とする。

注注注 タンク内の水が回転を開始する。

11. 薬剤ラベルに記載されている通りの適正量の薬
剤原液をタンクに入れる。

重重重要要要水水水和和和剤剤剤ををを使使使ううう場場場合合合ははは、、、バババケケケツツツなななどどどででで一一一度度度泥泥泥
状状状ににに溶溶溶いいいてててかかからららタタタンンンクククににに投投投入入入しししてててくくくだだださささいいい。。。

12. 残りの水を入れ、タンクキャップを補給口に取
り付ける。

注注注十分に攪拌して均一な薬剤液にする。

液液液剤剤剤タタタンンンクククををを空空空にににすすするるる手手手順順順

用用用意意意すすするるる機機機材材材

• ドレンホース1/2–14" NPT メスのカップリング付き
のもの

• 薬液回収容器残量を確実に回収できる容量のもの

• PTFE ねじ山シーラント
1. 薬剤関係機器の洗浄を行うための定められた区
域の平らな場所で、走行レバーをニュートラル位
置にし、エンジンを止め、可動部が完全停止した
らキーを抜き取り、駐車ブレーキを掛ける。

2. 液剤タンクのプラグを外す図 55。

注注注 ドレンバルブは機体の左側にあります。

g025542

図図図 55

1. ドレンバルブ 2. プラグ

3. ドレンホース準備したものをバルブに取り付ける。

4. 残量を確実に回収できる容量の回収容器に、ド
レンホースの端部を入れる。

注注注 タンクの前方左側に残量の目安となるマーク
があります。

5. ハンドルを右に 90° 回転させて排出される液を
回収する図 55。
薬液が完全に抜けるのを待つ。

6. プラグのねじ山部分に PTFE テープを巻く。
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7. タンクのドレンバルブを閉じ、ドレンホースを外
し、バルブにドレンプラグを取り付ける (図 55)。
注注注 タンクから回収した薬液は法令や薬剤メーカー
の指示に則って適切に処分してください。

散散散布布布ブブブーーームムムかかからららののの散散散布布布
重重重要要要 タタタンンンククク内内内部部部ののの薬薬薬剤剤剤ををを常常常ににに確確確実実実ににに分分分散散散さささせせせててておおおくくくたたた
めめめににに、、、タタタンンンククク内内内部部部ににに薬薬薬液液液がががあああるるる間間間ははは常常常時時時攪攪攪拌拌拌ををを行行行っっっ
てててくくくだだださささいいい。。。攪攪攪拌拌拌ををを行行行うううにににははは、、、散散散布布布ポポポンンンプププのののスススイイイッッッチチチををを
ON にににセセセッッットトトししし、、、攪攪攪拌拌拌レレレバババーーーををを手手手前前前ににに引引引ききき、、、エエエンンンジジジンンンををを
高高高速速速にににセセセッッットトトしししままますすす。。。車車車両両両停停停止止止散散散布布布停停停止止止中中中ににに攪攪攪拌拌拌ををを行行行
ううう場場場合合合にににははは、、、走走走行行行レレレバババーーーをををニニニュュューーートトトラララルルルにににししし、、、駐駐駐車車車ブブブ
レレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、スススロロロッッットトトルルルををを高高高速速速にににセセセッッットトトしししててて散散散布布布ポポポンンン
プププををを作作作動動動さささせせせ、、、タタタンンンクククののの攪攪攪拌拌拌ををを開開開始始始しししままますすす。。。

注注注実際に散布を行う前にスプレーヤのキャリブレーショ
ンを行ってください スプレーヤのキャリブレーション設定
の補正 (ページ 37)を参照。
1. 液剤散布ポンプスイッチを押して ON 位置にす

る。

2. 散布場所に移動する。

3. レバーを押して OFF位置にする。
注注注攪拌レバーがOFF位置になっても、多少の攪
拌は行われます。

4. 散布ポンプスイッチを使って、 ノズルの散布レー
ト表 (ページ 40)で決定した水圧に散布水圧を
調整する。

5. ナロー撒布レバーまたはワイド散布レバーを ON
にして散布を開始する。

重重重要要要 ナナナロロローーー撒撒撒布布布とととワワワイイイドドド散散散布布布ををを同同同時時時ににに行行行わわわななな
いいいでででくくくだだださささいいい。。。

g027299

図図図 56
ナロー撒布パターン

1. オーバーラップ部 2. 有効散布エリア

g027299

図図図 57
ワイド散布パターン

1. オーバーラップ部 2. 有効散布エリア

6. 散布が終わったら散布パターンレバーを前方に押
し、散布ポンプのスイッチを OFF にする。

注注注攪拌を続けたい場合は、散布ポンプのスイッ
チを ONにしたまま、攪拌レバーを手前に引く。
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散散散布布布作作作業業業のののヒヒヒンンントトト

g027300

図図図 58

1. オーバーラップ部ナロー撒布パターン 6. 散布 OFF 旋回中は散布しない180°
2. 有効散布エリア 7. 散布終了位置
3. 前進 8. フェンス

4. オーバーラップ部ワイド散布パターン 9. ゲート用

5. 2.4 m (8 ft)

• 有効散布部に二重散布しないように注意して運転
する図 58を参照。

• ノズルの詰まりに注意する。

• 散布終了時は、走行を停止させる前にナロー撒布
レバーまたはワイド散布レバーを OFF にして散布
を停止する。停止後は、走行コントロールレバー
を ニュートラル 位置にし、散布ポンプスイッチは
ON 位置に維持する。

• 散布の開始は車両が走行中に散布を ON にする
方が良い。

• 散布水圧を確実に維持するために、タンク攪拌レ
バーはしっかり押して OFF位置にする。

• 散布中は、投下水量が一定に維持されているかどう
かに注意する。投下水量大きく変わるのは、ノズル
の散布能力と走行速度が合わなくなっている可能性
やシステムが正常に働いていない可能性がある。

注注注 タンクがほぼ空になると、攪拌された液剤から泡が
発生する場合があります。その場合はタンク攪拌レ
バーを押して OFF位置にしてください。あるいは、消
泡剤散布する薬剤と相性のよいものを添加しておく方
法もあります。

散散散布布布ススステテティィィッッックククににによよよるるる散散散布布布

警警警告告告
散散散布布布ススステテティィィッッッククク内内内部部部にににははは、、、エエエンンンジジジンンン停停停止止止中中中でででももも高高高圧圧圧
ののの液液液剤剤剤ががが閉閉閉じじじ込込込めめめららられれれててていいいるるる。。。高高高圧圧圧ののの液液液剤剤剤ををを浴浴浴びびび
るるるととと重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ににになななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• ノノノズズズルルルややや水水水流流流ををを人人人ややや動動動物物物ややや散散散布布布ににに無無無関関関係係係ななな場場場
所所所ににに向向向けけけてててはははななならららななないいい。。。

• 電電電気気気機機機器器器ややや電電電源源源設設設備備備ににに向向向かかかっっっててて散散散布布布しししてててははは
ななならららななないいい。。。

• 散散散布布布ススステテティィィッッッククク、、、ホホホーーーススス、、、シシシーーールルル、、、ノノノズズズルルルなななどどど
ががが破破破損損損しししたたた場場場合合合ははは、、、修修修理理理せせせずずずににに交交交換換換すすするるるこここととと。。。

• 散散散布布布ススステテティィィッッックククのののノノノズズズルルルにににホホホーーースススなななどどどををを接接接続続続ししし
ななないいいこここととと。。。

• 散散散布布布棒棒棒ををを取取取りりり外外外すすす場場場合合合ははは、、、内内内部部部ののの水水水圧圧圧をををゼゼゼロロロ
にににすすするるるこここととと。。。

• トトトリリリガガガーーーロロロッッックククががが故故故障障障しししててていいいるるる散散散布布布棒棒棒ははは使使使用用用
しししななないいいこここととと。。。

• 散散散布布布ががが終終終わわわっっったたたららら、、、トトトリリリガガガーーーロロロッッックククををを OFF位位位置置置
にににすすするるるこここととと。。。
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1. 機体右側にあるホルダーから散布スティックを
外す図 59。

g305609

図図図 59

1. トリガーロック 4. スティック

2. トリガー 5. ノズル

3. スティックホルダー

2. スティックをしっかりと握って散布方向に向ける。

注注注 スティックが回る場合がありますからしっかり
握ってください。

3. 散布水圧を以下の通り調整する

• スティック水圧コントロールを左に回すと水
圧が上がる 図 60。

g304905

図図図 60

1. 散布スティック水圧コントロール

• スティック水圧コントロールを右に回すと水
圧が下がる 図 60。

• スティック水圧コントロールを全開にし、散布
ポンプスイッチでスティック水圧を調整する。

• スティック水圧をゼロにするには、バルブが閉
じるまでコントロールを右に回す 図 60。

4. トリガーを引くと散布を開始する必要に応じてトリ
ガーをロックする (図 59)。

5. 散布が終了したら、トリガーがロックされている
場合はロックを解除し、トリガーから指を離す
(図 59)。

6. 水圧コントロールを右一杯に回して OFF位置に
する図 60。

7. スティックをホルダーに戻す図 59。

運運運転転転終終終了了了後後後ににに

運運運転転転終終終了了了後後後ののの安安安全全全確確確認認認

安安安全全全上上上ののの全全全般般般的的的ななな注注注意意意
• 平らな場所に駐車し、機体が冷えるのを待ってくだ
さい。。技術の無い者には絶対に機体の整備を
させてないでください。

• 液剤散布や粒剤撒布のモードを OFFにし、駐車ブ
レーキを掛け、エンジンを停止させ、キーを抜き取
るか点火プラグコードを外すかしてください。また、
必ず機械各部の動きが完全に停止したのを確認し
てから作業に掛かってください。

• スプレッダの洗浄と潤滑 (ページ 46)と作業後の洗
浄 (ページ 47)の説明に従って機械を洗浄する。

• 機械各部の摩耗や劣化が進むと危険です。頻繁に
点検してください。ゆるんでいるボルト類を見つけた
ら締め付けてください。

• 格納保管中やトレーラで輸送する時は、燃料バル
ブを閉じておいてください。裸火の近くに燃料を保
管したり、屋内で燃料の抜き取りをしたりしないで
ください。

スススプププレレレッッッダダダののの洗洗洗浄浄浄ととと潤潤潤滑滑滑
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用後毎回

重重重要要要塩塩塩分分分ををを含含含んんんだだだ水水水ややや処処処理理理水水水ははは機機機体体体ののの洗洗洗浄浄浄ににに使使使用用用
しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

1. 定められた洗浄区域の平らな場所に移動する。

2. 走行レバーをニュートラル位置にし、エンジンを
止め、可動部が完全停止したらキーを抜き取り、
駐車ブレーキを掛ける。

3. ホッパーを空にする スプレッダを空にするには
(ページ 28)を参照。

4. ホースと水とでホッパーの内側と外側を洗浄する。

注注注圧力洗浄機での洗車はしないでください。残っ
ている化学物質が高圧で機材に押し込まれて腐
食を誘発する恐れがあります。

5. ホッパー底部のスクリーンを前方に傾けてホッ
パー下部を洗浄する図 61。
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図図図 61

1. ホッパースクリーン

6. ホッパーのスクリーンを持ち上げて立てる。

7. ホッパーの流量調整ゲートのケーブルを外し、
ゲートダイヤルの設定を最大開度より小さくし、
残っている資材を全部排出する スプレッダを空に
するには (ページ 28)を参照。

8. ゲード調整ケーブルを接続する 撒布量ゲートのリ
ンケージの取り付け (ページ 30)を参照。

9. 図 62 に示す場所に撥水性の潤滑剤をスプレー
する。

g027297

図図図 62

作作作業業業後後後ののの洗洗洗浄浄浄
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用後毎回

警警警告告告
薬薬薬剤剤剤ををを飲飲飲んんんだだだりりり吸吸吸いいい込込込んんんだだだりりりすすするるるととと重重重大大大ななな人人人身身身事事事
故故故ににになななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• 散散散布布布ノノノズズズルルルををを洗洗洗浄浄浄すすするるるとととききき口口口ででで吹吹吹いいいたたたりりり、、、口口口ににに
含含含んんんだだだりりりしししてててはははななならららななないいい。。。

• 詰詰詰まままっっっててていいいたたたりりり、、、損損損傷傷傷しししたたたノノノズズズルルルはははすすすべべべててて交交交換換換
すすするるる。。。

• ノノノズズズルルルががが適適適切切切ににに取取取りりり付付付けけけららられれれててていいいるるるここことととををを確確確認認認
すすするるる。。。

重重重要要要塩塩塩分分分ををを含含含んんんだだだ水水水ややや処処処理理理水水水ははは機機機体体体ののの洗洗洗浄浄浄ににに使使使用用用
しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

マママシシシンンンののの準準準備備備ををを行行行ううう
1. 液剤タンクを空にする 液剤タンクを空にする手
順 (ページ 43)を参照。

2. タンクに 19 リットル以上の水を入れてふたを閉め
る タンクに液剤を作る (ページ 42)を参照。

3. 駐車ブレーキを掛け、ステアリング兼走行レバー
をニュートラル位置にし、エンジンを始動する図
63 エンジンの始動手順 (ページ 22)を参照。

g305510

図図図 63

1. 始動スイッチ 5. チョーク

2. 撹拌バイパスレバー 6. スロットル

3. ナロースプレー用レバー 7. 散布ポンプスイッチ
4. ワイドスプレー用レバー

4. ポンプスイッチを ON位置にし、エンジンのスロッ
トルを高速にする図 63。

5. タンク攪拌レバーを ON位置とする図 63。

散散散布布布シシシススステテテムムムとととススステテティィィッッックククののの洗洗洗浄浄浄
重重重要要要作作作業業業ががが終終終了了了しししたたたららら毎毎毎回回回すすすぐぐぐにににスススプププレレレーーーヤヤヤかかかららら薬薬薬
液液液ををを排排排出出出しししててて内内内部部部ををを洗洗洗浄浄浄しししてててくくくだだださささいいい。。。こここれれれををを怠怠怠るるるととと、、、
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内内内部部部ににに残残残留留留しししててていいいるるる薬薬薬剤剤剤ががが固固固まままっっってててララライイインンンののの詰詰詰まままりりりややや
ポポポンンンプププののの異異異常常常ののの原原原因因因とととなななりりりままますすす。。。

1. ナロー撒布レバーとワイド散布レバーを両方と
も ON にする図 63。
スプレーヤのノズルから散布が始まる。

2. タンク内部の水によるノズル内部のすすぎ洗浄が
終わるまでその場で散布を行う。

3. ノズルが 3 個とも正常に散布していることを確
認する。

4. 散布スティックをホルダーから取り出し、安全な方
向へ向けてトリガーを引く散布スティックのトリガー
散布スイッチとロック機構 (ページ 14)を参照。

注注注内部がきれいに洗浄されるまで、1-2分間待
つ。

5. 洗浄が終わったらトリガーから指を外し、スティッ
クをホルダーに戻す (図 8)。

6. 散布パターンレバーを 2 つとも OFF とし、ポン
プスイッチを OFF とし、エンジンを停止させる
図 63。

7. ストレーナを洗浄する ストレーナの清掃 (ページ
48)を参照。

8. 薬剤メーカーの指示に従って、クリーナや中和剤
を使用して、ステップ2-7を繰り返す タンクに液
剤を作る (ページ 42)を参照。

9. 真水のみを使用して手順27を行う。

機機機器器器外外外部部部ののの洗洗洗浄浄浄
1. ホースと水とで液剤タンクの外側を洗浄する。

注注注圧力洗浄機での洗車はしないでください。残っ
ている化学物質が高圧で機材に押し込まれて腐
食を誘発する可能性があります。

2. 散布ノズルを外して洗浄する ノズルの洗浄 (ペー
ジ 49)を参照。

注注注 磨耗したり破損したりしているノズルは交換
する。

3. マシンが完全に乾いてから格納する。

ススストトトレレレーーーナナナののの清清清掃掃掃

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用後毎回

重重重要要要水水水和和和剤剤剤ををを使使使用用用しししたたたととときききははは、、、タタタンンンククク内内内部部部ををを洗洗洗浄浄浄すすするるる
ごごごとととにににススストトトレレレーーーナナナももも洗洗洗浄浄浄しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. 液剤タンクを空にする 液剤タンクを空にする手
順 (ページ 43)を参照。

2. ポンプバルブのハンドルを左に 90°回転させて閉
位置にセットする図 64。

g249175

図図図 64

1. ストレーナ 2. ポンプバルブ

3. ストレーナの下にオイルを受ける容器をおく図
64。

4. ストレーナのボウルを左に回してボウルとスクリー
ンをボディから外す図 65。

注注注 ストレーナのボウルを手で洗浄する。

注注注 ガスケットやスクリーンに磨耗や破損が見られ
る場合は交換する。.
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図図図 65

1. ストレーナボディ 3. スクリーン

2. ガスケット 4. ストレーナボウル

5. ストレーナから薬剤を完全に抜けるのを待つ。

注注注排出された薬液は法令や薬剤メーカーの指示
に則って適切に処分してください。

6. 毛足の短いブラシと真水でスクリーンとボウルを
洗浄する.

7. ストレーナのボディにスクリーンを取り付ける図
65。

8. ストレーナのボディにガスケットとボウルを取り付
けてボウルを手締めする図 65。

9. ポンプバルブのハンドルを右に 90°回転させて開
位置にセットする図 64。

ノノノズズズルルルののの洗洗洗浄浄浄

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用後毎回
1. ノズルキャップを左に 90°回してノズルボディから

キャップを外す図 66。

g027398

図図図 66

1. ノズルボディ 5. ノズルキャップ

2. ストレーナ 6. アトマイザ霧化部

3. ガスケット 7. スロット

4. 散布作業のヒント 8. レギュレータのケース

2. ノズルボディからスプレーヤチップ、ガスケット、
ストレーナを外す図 66

注注注 詰まっていたり、損傷しているノズルはすべ
て交換する。

3. 柔らかいブラシと真水でノズルチップ、ガスケッ
ト、ストレーナを洗浄する

4. ストレーナをノズルボディに取り付ける図 66。
5. スプレーヤチップをノズルキャップに取り付ける
図 66

6. スプレーヤチップ、ガスケット、キャップをノズル
ボディに取り付ける図 66

注注注 スロットを使ってアトマイザ (図 66) を前方に向
けるフローレギュレータのケースに整列させる。

7. ノズルキャップを右まわりに 90°回転させる図 66。
8. 残り 2つのノズルにも、ステップ17の作業を行う。
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搬搬搬送送送時時時ののの注注注意意意
マママシシシンンンののの重重重量量量 227 kg タンクもホッパーも空の状態; 389
kgタンクもホッパーもフルの状態

注注注意意意
こここのののマママシシシンンンにににははは公公公道道道上上上ををを走走走行行行すすするるるたたためめめののの方方方向向向指指指示示示
器器器、、、反反反射射射器器器、、、表表表示示示、、、低低低速速速車車車表表表示示示なななどどどががが装装装備備備ささされれれ
ててていいいななないいい。。。こここれれれらららののの装装装備備備なななしししににに公公公道道道上上上ををを走走走行行行すすするるるこここ
とととははは危危危険険険でででああありりり、、、重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ののの原原原因因因とととなななるるる。。。

公公公道道道上上上なななどどどををを走走走行行行しししななないいいこここととと。。。

注注注 機械の搬送を行う時は、事前に薬剤メーカーの
注意事項をよく読み、国や地方の法律や条例などを
守って搬送作業を行う。

注注注搬送開始前に、スプレッダのカバーと散布スティック
を確実に固定する。

トトトレレレーーーラララへへへののの積積積みみみ込込込みみみ

警警警告告告
マママシシシンンンをををトトトレレレーーーラララなななどどどににに搭搭搭載載載すすするるる作作作業業業ははは、、、機機機体体体ををを転転転
倒倒倒さささせせせるるる危危危険険険をををはははらららんんんでででおおおりりり、、、万万万一一一そそそのののよよようううななな事事事故故故
ががが起起起こここるるるととと死死死亡亡亡事事事故故故なななどどど重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故とととなななるるる。。。

• 歩歩歩みみみ板板板ののの上上上ををを運運運転転転すすするるる場場場合合合にににははは安安安全全全ににに十十十分分分
ににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

• 積積積みみみ込込込みみみ登登登りりりはははバババッッックククででで、、、降降降りりりるるる時時時にににははは前前前進進進
ででで行行行ううう 。。。

• 積積積みみみ下下下ろろろししし作作作業業業中中中ののの急急急加加加速速速ややや急急急減減減速速速なななどどどははは転転転
倒倒倒なななどどどののの危危危険険険ををを大大大きききくくくすすするるるかかかららら避避避けけけるるる。。。

• 歩歩歩みみみ板板板ののの上上上でででははは旋旋旋回回回動動動作作作をををしししななないいい転転転落落落すすするるる
危危危険険険がががあああるるる。。。

• 必必必ずずず、、、一一一枚枚枚ののの広広広いいい歩歩歩みみみ板板板ををを使使使うううこここととと左左左右右右ににに分分分
かかかれれれたたた幅幅幅ののの狭狭狭いいい板板板ははは使使使用用用しししななないいいこここととと。。。

• 細細細いいい歩歩歩みみみ板板板ををを使使使わわわざざざるるるををを得得得ななないいい場場場合合合にににははは、、、数数数
枚枚枚ののの板板板ををを並並並べべべててて機機機体体体よよよりりりももも十十十分分分ににに広広広いいい斜斜斜面面面ををを
作作作るるるよよようううにににすすするるる。。。

牽引に使用するトレーラやトラックはヘビーデューティー
仕様のしっかりしたものをお使いください。トレーラやト
ラックは、法令で定められた灯火類やマークが完備し
ているものを使用してください。安全上の注意事項全
部をよく読んでください。

1. トレーラを使用する場合は、トレーラを牽引車
両に接続するとともに、安全チェーンを取り付
けること。

2. トレーラにブレーキが付いている場合には、ブ
レーキも接続すること。

3. ランプ板を下ろす。

4. 運転台をたたむ。

5. 登りはバックで図 67。

g306402

図図図 67

1. 登りは後退で。 2. 下りは歩きで前進で。

6. 機体を固定する マシンを搬送する場合の固定方
法 (ページ 50)を参照。

マママシシシンンンををを搬搬搬送送送すすするるる場場場合合合ののの固固固定定定方方方法法法

警警警告告告
上上上側側側フフフレレレーーームムムででで機機機体体体ををを固固固定定定すすするるるととと、、、駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキ
ががが適適適切切切ににに作作作動動動せせせずずず、、、最最最悪悪悪ののの場場場合合合死死死亡亡亡ををを含含含むむむ重重重大大大
ななな事事事故故故とととなななるるる危危危険険険がががあああるるる。。。

機機機械械械前前前部部部ののの固固固定定定にににははは、、、必必必ずずず下下下側側側フフフレレレーーームムムののの前前前側側側
ロロローーープププ掛掛掛けけけポポポイイインンントトトををを使使使用用用すすするるるこここととと。。。

機機機械械械後後後部部部ののの固固固定定定にににははは、、、必必必ずずずフフフレレレーーームムム後後後部部部ののの後後後側側側
ロロローーープププ掛掛掛けけけポポポイイインンントトトををを使使使用用用すすするるるこここととと。。。

注注注機械の搬送を行う時は、事前に薬剤メーカーの注
意事項をよく読み、国や地方の法律や条例などを守っ
て搬送作業を行うようにしてください。

注注注搬送開始前に、スプレッダのカバーと散布スティック
を確実に固定してください。

1. マシン左側で、タンク閉鎖バルブが閉じてあるこ
と、ドレンブラグが確実に固定されていることを確
認する。マシン右側で、ポンプ閉鎖バルブが閉じ
てあることを確認する。

2. エンジンを停止し、キーを抜き取り、駐車ブレー
キを掛ける。

3. 燃料バルブを閉じ、タイヤに輪止めを掛ける。

4. 機体についているロープ掛けポイントを使い、
チェーンやロープ、ワイヤなど適切なものでしっ
かりと機体をに固定する図 68。ロープ掛けや積
荷固定についてはそれぞれの地域の法令などを
順守してください。
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図図図 68

1. 機体前部のロープ掛けポ
イント

2. 機体後部のロープ掛けポ
イント
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保保保守守守
保保保守守守作作作業業業時時時ののの安安安全全全確確確保保保
• 整備などの作業中に誰かが不意にエンジンを始動
させる場合があり得る。万一エンジンが突然始動す
ると、大きな人身事故になる危険が高い。整備・調
整作業の前には必ずキーを抜きとり、駐車ブレーキ
を掛け、念のために点火プラグのコードを外してお
くこと。また、点火コードは、点火プラグと触れるこ
とのないよう、確実に隔離すること。

• エンジンは高温になる。高温になっているエンジン
に触れると大やけどを負う危険がある。エンジンや
その周辺に対する作業を行う場合は、エンジンが十
分に冷えていることを確認すること。

• 平らな場所に駐車し、機体が冷えるのを待ってくだ
さい。。技術の無い者には絶対に機体の整備を
させてないでください。

• 液剤散布や粒剤撒布のモードを OFFにし、駐車ブ
レーキを掛け、エンジンを停止させ、キーを抜き取
るか点火プラグコードを外すかしてください。また、
必ず機械各部の動きが完全に停止したのを確認し
てから作業に掛かってください。

• 修理を行うときには必ずバッテリーの接続と点火プ
ラグの接続を外しておいてください。バッテリーの接
続を外すときにはマイナスケーブルを先に外し、次
にプラスケーブルを外してください。バッテリーを接
続するときにはプラスケーブルを先に接続し、次に
マイナスケーブルを接続してください。

• マシンの整備を開始する前に、液剤散布システム
内部の圧力を解放してください。

• 整備のために機体を傾ける時や、機体を格納保管
する時は、タンクとホッパーを空にしてください。

• 高圧で噴出する作動油は皮膚を貫通し、身体に重
大な損傷を引き起こす。万一、油圧オイルが体内
に入った場合には、この種の労働災害に経験のあ
る施設で数時間以内に外科手術を受けないと壊
疽えそを起こす。

– 油圧装置を作動させる前に、全部のラインコネク
タが適切に接続されていること、およびラインや
ホースの状態が良好であることを確認すること。

– 油圧のピンホールリークやノズルからは作動油
が高圧で噴出しているので、絶対に手などを
近づけない。

– リークの点検には、自分の手ではなく、新聞
紙やボール紙を使う。

– 油圧装置に対する作業を行う場合には、走行コ
ントロールレバーをニュートラル位置にし、エン
ジンを止めて装置に油圧がかかっていない状態
にしてからおこなう。

• 機械式や油圧式のジャッキなどで機体を機体を持ち
上げたままで放置するのは危険である。ジャッキ装
置のみでは、何らかの拍子に機体が落下する危険

があり、重大な人身事故の原因となる。機械式や
油圧式のジャッキのみに頼って機体を支えてはい
けない。十分な能力のあるジャッキスタンドまたは
同等品を使用すること。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの力が掛
かっている場合がある。

• 可動部に手足を近づけないよう注意してください。
エンジンを駆動させたままで調整を行うのは可能な
限り避ける。エンジンを駆動させたままで調整を行う
ことが必要な場合には、安全に十分注意して行う。

• 可動部や高温部に触れると非常に危険である。
手、指、衣服などを、回転部分に近づけないよう
に注意すること。

• 全部のボルトをひんぱんに点検し、適正に締め付
けた状態を維持する。
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推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 10 時間 • エンジンオイルを交換する。

使用するごとまたは毎日

• 安全インタロックシステムの動作を確認します。
• スタータのインタロックをテストします。
• エアクリーナを点検する；汚れている場合は交換（悪条件下で使用するときは点検間
隔を短くする）

• エンジンオイルの量を点検する。
• 機体各部にゆるみがでていないか点検する。

使用後毎回

• スプレッダの洗浄と潤滑を行う。
• スプレーヤシステムを洗浄する。
• ストレーナを清掃する
• ノズルを洗浄する。
• エンジンと排気システムを清掃する
• マシンついている刈りかすやごみを除去する。

50運転時間ごと
• タイヤ空気圧を点検する。
• トランスアクスルの整備を行う。
• スプレーヤステムを点検する。

80運転時間ごと • エンジンシュラウドを取り外して冷却フィンを清掃する。

100運転時間ごと
• 各グリス注入部のグリスアップを行う。
• エアフィルタ（デュアルエレメント）を交換する。
• エンジンオイルを交換する （悪条件下で使用するときは点検間隔を短くする）

毎月 • バッテリーを点検する。

1年ごと • アクスルボルトのトルク締めを行う。

1年ごとまたは長期保管前 • 格納保管の準備を行う。

要要要注注注意意意個個個所所所ののの記記記録録録
点検担当者名

内内内容容容 日日日付付付 記記記事事事

1

2

3

4

5
6

7

8

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備ににに関関関しししてててののの詳詳詳細細細ははは、、、付付付属属属のののエエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。
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整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業

マママシシシンンンののの準準準備備備ををを行行行ううう

警警警告告告
整整整備備備中中中ややや調調調整整整中中中ににに誰誰誰かかかががが不不不用用用意意意にににエエエンンンジジジンンンををを作作作動動動
さささせせせるるるここことととがががああありりり得得得るるる。。。エエエンンンジジジンンンががが突突突然然然始始始動動動すすするるる
ととと、、、大大大きききななな人人人身身身事事事故故故ににになななるるる危危危険険険ががが高高高いいい。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずキキキーーーををを抜抜抜きききとととりりり、、、駐駐駐
車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、念念念のののたたためめめににに点点点火火火プププラララグググのののコココーーー
ドドドををを外外外しししててておおおくくくこここととと。。。まままたたた、、、点点点火火火コココーーードドドははは、、、点点点火火火プププラララ
グググととと触触触れれれるるるここことととのののななないいいよよよううう、、、確確確実実実ににに隔隔隔離離離すすするるるこここととと。。。

マシンの整備、洗浄、調整などを行う前には必ず以
下を行う。

1. 平らな場所に駐車する。

2. スプレッダのワイド撒布インペラゲートを閉め、ス
プレーヤのポンプを OFF にする。

3. エンジンを止め、キーを抜き取る。

4. 駐車ブレーキを掛ける。

5. 機械各部の動きが完全に停止し、機体の温度
が十分に下がったのを確認してから、調整、洗
浄、格納、修理などの作業に掛かる。

6. 点火コードを外す図 69。

g258042

図図図 69

1. 点火コード

潤潤潤滑滑滑

各各各グググリリリススス注注注入入入部部部のののグググリリリスススアアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと

グググリリリスススののの種種種類類類NGLI米国潤滑用グリス協会グレード No.
2 マルチパーパースガングリス。
1. マシンの整備の準備を行う マシンの準備を行

う (ページ 54)を参照。
2. グリスフィッティングをウェスできれいに拭く図 70。

g027437

図図図 70

1. ホイールベアリング2 ヶ所 3. 前アクスルのピボット
2. キングピンのピボット2ヶ所 4. ステアリングコントロールの

ピボット

3. フィッティングにグリスガンを接続する図 70。
4. ベアリングからグリスがはみ出てくるまでグリス

を入れる。

5. はみ出したグリスはふき取る。
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エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエアアアクククリリリーーーナナナののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

100運転時間ごと
重重重要要要 エエエアアアフフフィィィルルルタタタアアアセセセンンンブブブリリリををを外外外しししたたたままままままでででエエエンンンジジジンンンををを
運運運転転転しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。エエエンンンジジジンンンににに大大大きききななな損損損傷傷傷ががが起起起ききき
るるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

スススポポポンンンジジジエエエレレレメメメンンントトトとととペペペーーーパパパーーーエエエレレレメメメ
ンンントトトののの取取取りりり外外外ししし
1. 走行レバーをニュートラル位置にし、エンジンを
止め、可動部が完全停止したらキーを抜き取り、
駐車ブレーキを掛ける。

2. エアクリーナのカバーのラッチを外す。

3. カバーを外してきれいに清掃する図 71。
注注注 よごれをベースに落としてしまわないように
注意してください。

g249201

図図図 71

1. エアクリーナのカバー 3. エアフィルタのエレメント

2. プレクリーナスポンジ 4. エアフィルタのベース

エエエアアアフフフィィィルルルタタタのののスススポポポンンンジジジエエエレレレメメメンンントトトののの
洗洗洗浄浄浄
1. ペーパエレメントからスポンジエレメントを外す
図 71。

2. プレクリーナを温水とマイルドな洗剤で洗う。

3. プレクリーナをすすぎ、自然乾燥させる。

4. プレクリーナに新しいエンジンオイルをしみこま
せ手で絞って余分なオイルを落とす。

スススポポポンンンジジジエエエレレレメメメンンントトトとととペペペーーーパパパーーーエエエレレレメメメンンン
トトトののの取取取りりり付付付けけけ
1. ペーパエレメントを外して点検する図 71よごれが
激しい場合は交換する。

重重重要要要 エエエレレレメメメンンントトトははは清清清掃掃掃せせせずずず交交交換換換すすするるるこここととと。。。

2. フィルタ取り付け部を湿ったウェスできれいに拭
く。

注注注 よごれをエアダクトに落としてしまうとキャブを
汚染するので注意してください。

3. ペーパエレメントにスポンジエレメントを取り付
ける図 71。

4. エアフィルタのベースにフィルタアセンブリを取
り付ける図 71。

5. エアクリーナのカバーの矢印をベースの矢印に
揃える図 72。

g023809

図図図 72

1. 合印の矢図は通常外気温の時の位置

6. カバーをベースにラッチで固定する。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの仕仕仕様様様
オオオイイイルルルのののタタタイイイプププ Toro 4サイクル用プレミアムエンジン
オイルまたは API クラス SJ 以上の洗浄性オイル合
成オイルを含む

粘粘粘度度度下の表を参照。

g023796

図図図 73
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エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

g033503

図図図 74

重重重要要要 オオオイイイルルルががが不不不足足足しししたたた状状状態態態デデディィィッッップププススステテティィィッッックククののの Low
まままたたたははは Add マママーーークククよよよりりり下下下オオオイイイルルルががが多多多すすすぎぎぎるるる状状状態態態Full
マママーーークククよよよりりり上上上でででエエエンンンジジジンンンををを運運運転転転しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

1. 平らな場所に駐車する。

2. マシンの整備の準備を行う マシンの準備を行
う (ページ 54)を参照。

3. エンジンが冷えるのを待つ。

4. エンジンからディップスティックを抜きウェスで一度
きれいに拭く(図 75)。

g257928

図図図 75

1. ディップスティック 2. 補給管

5. 図 76のようにディップスティックをエンジンに差し
込む。

注注注 オイル量を点検する時には、ディップスティッ
クをねじこまないでください。

g257927

図図図 76

1. ディップスティック 3. オイルの最少量

2. オイルの最大量

6. ディップスティックを引き抜いてオイル量を確認
する図 76。

注注注 ディップスティックについている格子模様の
部分間が全部オイルで濡れていることが必要で
す図 76。

7. オイルが不足している場合には、まず補給口付
近をウェスできれいにぬぐい、その後に所定の
オイルを、ディップスティックで測定した時の適
正位置まで補給する。

重重重要要要入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

8. ディップスティックを取り付けて手締めする図 75。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 10 時間

100運転時間ごと 悪条件下で使用するときは点
検間隔を短くする

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの抜抜抜ききき取取取りりり
1. マシンの整備の準備を行う マシンの準備を行

う (ページ 54)を参照。
2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部が
完全に停止したのを確認してから運転位置を離
れる。

3. 容量 1.5 L以上の廃油受け容器を、ドレンバル
ブの下スキッドプレートの下、車体中心側に置
く図 77。
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g258081

g258082

図図図 77
機体底部

1. 車体前方 4. スキッドプレート

2. 六角ヘッドステム 5. バッテリー トレイ

3. ドレンバルブ

4. ドレンバルブの六角ステムを、レンチで左にまわ
してドレンバルブを開く図 77。

注注注 オイルが完全に抜けるのを待つ。

5. ドレンバルブを閉じる。バルブが完全に着座する
まで閉じること図 77。

注注注バルブに付いているオイルはふき取る。

エエエンンンジジジンンンへへへのののオオオイイイルルルののの補補補給給給

重重重要要要 オオオイイイルルルががが不不不足足足しししたたた状状状態態態デデディィィッッップププススステテティィィッッックククののの Low
まままたたたははは Add マママーーークククよよよりりり下下下オオオイイイルルルががが多多多すすすぎぎぎるるる状状状態態態Full
マママーーークククよよよりりり上上上でででエエエンンンジジジンンンををを運運運転転転しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

1. エンジンのオイル補給口からディップスティックを
抜きウェスで一度きれいに拭く(図 78)。

g257928

図図図 78

1. ディップスティック 2. 補給管

2. 所定のオイル 1.1 L を、補給口からゆっくりとエン
ジンのクランクケースに入れる図 78。

3. 図 79のようにディップスティックをエンジンに差し
込む。

注注注 オイル量を点検する時には、ディップスティッ
クをねじこまないでください。

g257927

図図図 79

1. ディップスティック 3. オイルの最少量

2. オイルの最大量

4. ディップスティックを引き抜いてオイル量を確認
する図 79。
注注注 ディップスティックについている格子模様の
部分間が全部オイルで濡れていることが必要で
す図 79。

5. オイル量が不足している時は、所定のオイルを
補給する適正量は、ディップスティックについてい
る格子模様の間が全部オイルで濡れるまで。

注注注入入入れれれすすすぎぎぎななないいいように注意してください。

6. ディップスティックを取り付けて手締めする図 78。
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点点点火火火プププラララグググののの整整整備備備

点点点火火火プププラララグググののの使使使用用用

点点点火火火プププラララグググののの種種種類類類 Champion® RC12YC, Kohler® 12
132 02-S、または Kohler 25 132 14-S (RFI適合)

点点点火火火プププラララグググののの取取取りりり外外外ししし

1. マシンの整備の準備を行う マシンの準備を行
う (ページ 54)を参照。

2. 図 80のように点火プラグを取り外す。

g033508

g008791

図図図 80

点点点火火火プププラララグググののの点点点検検検

プププラララグググのののエエエアアアギギギャャャッッップププ0.76mm

重重重要要要点点点火火火プププラララグググははは清清清掃掃掃しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。黒黒黒いいい汚汚汚れれれ、、、
電電電極極極ののの磨磨磨耗耗耗、、、油油油膜膜膜、、、亀亀亀裂裂裂なななどどどがががあああれれればばば新新新しししいいいももものののととと
交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

絶縁体部がうす茶色や灰色なら適正、碍子が黒くなっ
ているのは不完全燃焼であるエアクリーナの汚れが
原因であることが多い。

すきま調整工具やゲージを使ってすきまの大きさを測定
し、0.76 mm に調整する。

g008794

図図図 81

点点点火火火プププラララグググののの取取取りりり付付付けけけ
以下のように点火プラグを締め付ける

• 新しい点火プラグ12-15 N·m1.2-1.5 kg.m = 8.7-10.8
ft-lbにトルク締めする。

• 使用中の点火プラグ23-27 N·m2.3-2.7 kg.m =
16.6-19.5 ft-lbにトルク締めする。

g008795

図図図 82

スススパパパーーークククアアアレレレスススタタタののの清清清掃掃掃
必要なパーツマフラーのガスケットエンジンのパーツカ
ガログを参照。

1. エンジンの排気出口フランジにマフラーを固定し
ているフランジヘッドボルト2本を外してマフラーを
外す図 83。
注注注 マフラーガスケットは廃棄してください。

g259313

図図図 83
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2. マフラーに断熱シールドを固定しているねじを外し
て断熱シールドを外す図 84。

g259312

図図図 84

3. スパークアレスタスクリーンを外して清掃する図
84。

4. スパークアレスタスクリーンをマフラに取り付け
る図 84。

5. マフラーに断熱シールドを取り付けるウステップ
2 で外したねじを使う。

6. エンジンの排気出口フランジに、マフラーと新し
いガスケットを合わせる図 83。

7. マフラーと新しいガスケットをエンジンに取り付
けるステップ1で外したフランジヘッドボルト 2本
を使用する。

8. フランジヘッドボルトを 35 N·m3.5 kg.m =
10in-lbにトルク締めする。

燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備

燃燃燃料料料ののの抜抜抜ききき取取取りりり
1. 燃料バルブを閉じる燃料バルブの開閉方法 (ペー

ジ 22)を参照。
2. キャブレターのボウルのサイドポートについている

ドレンボルトを探し出す図 85。

g257990

図図図 85

1. ドレンボルト 2. ボウル保持ねじ

3. ドレンねじの下に燃料回収用の容器を置く。

4. キャブレターからドレンねじを外し、出てくる燃
料を容器に回収する。

注注注ボウル保持ねじはキャブレターから外さないで
ください。

59
 



g257991

図図図 86

1. ドレンボルト 2. キャブレターのボウルのサ
イドポート

5. キャブレターのボウルのサイドポートにドレンボル
トを取り付ける。

6. 燃料バルブを開いて燃料もれがないか点検する。

注注注燃料漏れは運転前にすべて修理してください。

電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 毎月
バッテリーの表面はいつもきれいに、常にフル充電状
態にしておきましょう。バッテリーやバッテリーボックス
の清掃にはペーパータオルが便利です。端子部に腐食
が発生した場合には、重曹水水重曹で清掃します。清
掃後は、腐食防止のためにバッテリー端子にワセリン
などを塗布してください。

電圧 12 V

危危危険険険
充充充電電電中中中ややや他他他車車車のののバババッッッテテテリリリーーーににに直直直結結結中中中のののバババッッッテテテリリリーーー
かかからららははは爆爆爆発発発性性性のののガガガスススががが発発発生生生すすするるる。。。バババッッッテテテリリリーーーかかかららら
発発発生生生しししたたたガガガスススががが爆爆爆発発発すすするるるととと人人人身身身事事事故故故とととなななるるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーににに火火火花花花ややや裸裸裸火火火やややタタタバババコココををを近近近づづづけけけててて
はははななならららななないいい。。。

• 締締締めめめ切切切っっったたた場場場所所所でででバババッッッテテテリリリーーーををを使使使っっったたたりりり充充充電電電ししし
たたたりりりすすするるる時時時ははは換換換気気気ををを十十十分分分ににに行行行うううこここととと。。。

• バババッッッテテテリリリーーー液液液補補補充充充後後後のののバババッッッテテテリリリーーーののの、、、換換換気気気口口口ががが
ふふふさささがががっっっててていいいななないいいここことととををを確確確認認認すすするるるこここととと。。。

• バババッッッテテテリリリーーーににによよよりりりかかかかかからららななないいいこここととと。。。

• バババッッッテテテリリリーーー取取取扱扱扱いいい時時時ははは必必必ずずずフフフェェェーーースススシシシーーールルルドドドななな
どどどででで顔顔顔ととと目目目ををを保保保護護護すすするるるこここととと。。。

危危危険険険
電電電解解解液液液にににははは触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを起起起こここすすす劇劇劇薬薬薬ででであああるるる硫硫硫酸酸酸
ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。電電電解解解液液液ははは飲飲飲みみみ込込込むむむととと死死死亡亡亡すすするるる危危危
険険険がががああありりり、、、皮皮皮膚膚膚ににに触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを起起起こここすすす。。。

• 電電電解解解液液液ををを取取取扱扱扱ううう時時時ははは安安安全全全ゴゴゴーーーグググルルルやややめめめがががねねねととと
ゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目ととと手手手ををを保保保護護護すすするるるこここととと。。。

• バババッッッテテテリリリーーー液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。

• 電電電解解解液液液ののの事事事故故故ががが発発発生生生しししたたた場場場合合合にににははは大大大量量量ののの水水水ででで
洗洗洗いいい、、、直直直ちちちににに医医医師師師ののの手手手当当当てててををを受受受けけけるるるこここととと。。。

バババッッッテテテリリリーーー充充充電電電状状状態態態ののの確確確認認認

注注注意意意
始始始動動動スススイイイッッッチチチがががON位位位置置置ででであああるるるととと、、、火火火花花花ががが出出出たたたりりりエエエ
ンンンジジジンンン構構構成成成機機機器器器ががが作作作動動動しししたたたりりりすすするるる可可可能能能性性性がががあああるるる。。。
火火火花花花ははは爆爆爆発発発ののの原原原因因因とととなななりりり、、、機機機器器器ののの作作作動動動ははは予予予期期期せせせ
ぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ののの原原原因因因とととなななりりり得得得るるる。。。

バババッッッテテテリリリーーーををを充充充電電電すすするるる時時時ははは必必必ずずずキキキーーーををを OFF位位位置置置ににに
しししててておおおくくくこここととと。。。

1. マシンの整備の準備を行う マシンの準備を行
う (ページ 54)を参照。
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2. バッテリーストラップの自由端をバックルから外し
て、バッテリーボックスからカバーを外す図 87。

g027115

図図図 87

1. バッテリーボックス 5. バッテリーカバー

2. バッテリーサポート 6. マイナス-端子
3. バックル 7. プラス端子

4. バッテリー固定ストラップ

3. 電圧計でバッテリーの電圧を測定する。

4. 下の表で、バッテリーの充電状態を確認し、必
要であれば、バッテリーを 12.6 V 以上まで充
電するためのバッテリーの充電設定と推奨充電
間隔を確認する。

重重重要要要必必必ずずずバババッッッテテテリリリーーーのののマママイイイナナナスススケケケーーーブブブルルルををを外外外しししててて
おおおくくく。。。まままたたた、、、バババッッッテテテリリリーーーののの破破破損損損ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、
充充充電電電器器器ののの出出出力力力電電電圧圧圧・・・電電電流流流ははは 16 V, 7A未未未満満満とととすすするるる
推推推奨奨奨値値値にににつつついいいてててははは表表表ををを参参参照照照。。。

バババッッッテテテリリリーーー充充充電電電表表表

電電電圧圧圧ののの読読読みみみ値値値 充充充電電電% 充充充電電電器器器ののの最最最大大大
設設設定定定

充充充電電電間間間隔隔隔

12.6以上 100% 16 V/
7 A

充電不要

12.4-12.6 75-100% 16 V/
7 A

30 分間

バババッッッテテテリリリーーー充充充電電電表表表 (cont'd.)

電電電圧圧圧ののの読読読みみみ値値値 充充充電電電% 充充充電電電器器器ののの最最最大大大
設設設定定定

充充充電電電間間間隔隔隔

12.2-12.4 50-75% 16 V/
7 A

1 時間

12.0-12.2 25-50% 14.4 V/
4 A

2 時間

11.7-12.0 0-25% 14.4 V/
4 A

3 時間

11.7 時間以
下

0% 14.4 V/
2 A

6時間以上

5. プラスケーブルも外されていた場合にはプププラララススス
赤赤赤ケケケーーーブブブルルルをバッテリーのプラス端子に接続し、
その上からカバーを取り付ける図 87。

6. エンジンにアースケーブルを固定しているねじと
ワッシャを外してアースケーブルを外す。ボルト、
ワッシャ、ナットでバッテリーケーブルをバッテ
リーに取り付け、ボルトとナットを 19.8-25.4 N·m
2.0-2.5 kg/cm² = 175-225 in-lb にトルク締めす
る。

注注注 充電する時間がない、あるいは充電器がな
い場合には、マイナスケーブルを通常通りに接
続してマシンを 20-30分間連続運転する方法で
充電を行ってください。

7. バッテリーカバーをバッテリーボックスに合わせ、
カバーとボックスをストラップでトレイに固定する
図 87。

バババッッッテテテリリリーーーををを充充充電電電すすするるる

警警警告告告
充充充電電電中中中ははは爆爆爆発発発性性性のののガガガスススががが発発発生生生すすするるる。。。

充充充電電電中中中ははは絶絶絶対対対禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守。。。バババッッッテテテリリリーーーににに火火火気気気ををを
近近近づづづけけけななないいい。。。

重重重要要要氷氷氷点点点下下下でででははは、、、必必必ずずずバババッッッテテテリリリーーーををを満満満充充充電電電状状状態態態比比比重重重
1.265ににに維維維持持持すすするるる。。。
1. シャーシからバッテリーを取り外す バッテリーの
取り外し (ページ 62)を参照。

2. バッテリー液の量を点検する。

3. バッテリーにキャップがはまっているのを確認し、

4. 25-30 Aで1時間、または 4-6 Aで 6 時間、充
電する。

5. 充電が終わったら、チャージャのプラグをコンセ
ントから抜いてから、チャージャのリード線をバッ
テリー端子から外す図 88。

6. バッテリーをマシンに取り付け、バッテリーケー
ブルを接続する バッテリーを取り付ける (ページ
62)を参照。
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注注注 バッテリーを外したままの状態でマシンを動
作させないでください。電気系統に破損が発生
する恐れがあります。

g000538

図図図 88

1. プラス端子 3. チャージャのリード線赤

2. マイナス端子 4. チャージャのリード線黒

バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししととと取取取りりり付付付
けけけ

バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外ししし

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品ややや車車車体体体ののの金金金属属属部部部分分分
ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。
そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに
至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行うううととときききににに
ははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいいよよようううににに注注注意意意すすす
るるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい。。。

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああるるるととと
ケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。
そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに
至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス黒黒黒ケケケーーー
ブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外ししし、、、次次次にににプププラララススス赤赤赤ケケケーーーブブブルルルををを
外外外すすす。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス赤赤赤ケケケーーー
ブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママイイイナナナススス黒黒黒ケケケーーーブブブ
ルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

1. マシンの整備の準備を行う マシンの準備を行
う (ページ 54)を参照。

2. バッテリーカバー図 87を取り外す2 バッテリー充
電状態の確認 (ページ 60)を参照。

3. バッテリーのマイナスケーブルをバッテリーのマイ
ナス端子に固定しているフランジボルトとフランジ
ナットを外してマイナスケーブルを外す図 89。

g027432

図図図 89

1. マイナスケーブルのカバー
黒

4. フランジボルト

2. フランジナット 5. プラス端子

3. マイナス-端子

4. プラス端子から赤色のゴムカバーを外す図 89。
5. バッテリーのプラス赤ケーブルをバッテリーのプラ

ス+端子に固定しているフランジボルトとフランジ
ナットを外してケーブルを外す図 89。

6. バッテリーとバッテリーボックスを機体のトレイ
から外す。

バババッッッテテテリリリーーーををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. バッテリーボックスににバッテリーを取り付ける。

2. バッテリーとバッテリーボックスを機体のトレイ
に置く。

3. バッテリーのプラス赤ケーブルをバッテリーのプ
ラス+端子に取り付け、フランジボルトとフランジ
ナットで固定する図 89。

4. プラス端子に赤色のゴムカバーを取り付ける。

5. マイナスケーブルをバッテリーのマイナス-端子
に取り付け、フランジボルトとフランジナットで
固定する図 89

6. バッテリーカバーをバッテリーボックスに合わせ、
カバーとボックスをストラップでトレイに固定する
図 87。
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救救救援援援バババッッッテテテリリリーーーににによよよるるるエエエンンンジジジ
ンンンののの始始始動動動

危危危険険険
割割割れれれたたたバババッッッテテテリリリーーー、、、凍凍凍結結結しししたたたバババッッッテテテリリリーーー、、、バババッッッテテテ
リリリーーー液液液ががが不不不足足足しししててていいいるるるバババッッッテテテリリリーーー、、、セセセルルルどどどうううしししががが
シシショョョーーートトトしししたたたりりり断断断線線線しししててていいいるるるバババッッッテテテリリリーーーををを使使使っっってててエエエンンン
ジジジンンンををを始始始動動動すすするるるととと、、、バババッッッテテテリリリーーーががが爆爆爆発発発しししててて重重重大大大ななな人人人
身身身事事事故故故ににになななるるる危危危険険険ががが非非非常常常ににに大大大きききいいい。。。

バババッッッテテテリリリーーーががが上上上記記記のののよよようううななな状状状態態態ににになななっっっててていいいるるる場場場合合合
にににははは、、、救救救援援援バババッッッテテテリリリーーーををを使使使用用用せせせずずず、、、バババッッッテテテリリリーーー
ををを交交交換換換すすするるるこここととと。。。

注注注意意意
腐腐腐食食食部部部分分分ややや接接接続続続のののゆゆゆるるるいいい部部部分分分がががあああるるるととと、、、エエエンンンジジジンンン
始始始動動動中中中にににこここれれれらららののの部部部分分分にににスススパパパイイイクククががが発発発生生生しししてててエエエンンン
ジジジンンンををを破破破損損損さささせせせるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

端端端子子子がががゆゆゆるるるんんんでででいいいたたたりりり腐腐腐食食食しししててていいいたたたりりりすすするるるバババッッッテテテ
リリリーーーををを救救救援援援バババッッッテテテリリリーーーとととしししててて使使使用用用しししてててはははななならららななないいい。。。
エエエンンンジジジンンンををを破破破損損損さささせせせるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

注注注意意意
救救救援援援バババッッッテテテリリリーーーののの接接接続続続ををを間間間違違違えええるるるととと即即即座座座ににに電電電気気気
系系系ががが破破破壊壊壊ささされれれるるる。。。

救救救援援援バババッッッテテテリリリーーーををを接接接続続続すすするるる時時時にににははは極極極性性性ににに十十十分分分注注注
意意意すすするるるこここととと。。。

重重重要要要 2 台台台のののマママシシシンンンががが互互互いいいににに接接接触触触しししててていいいななないいいこここととと、、、どどど
ちちちらららののの車車車両両両ももも電電電気気気系系系統統統ががが OFF ににになななっっっててていいいるるるこここととと、、、そそそ
しししててて電電電気気気系系系統統統のののシシシススステテテムムム電電電圧圧圧ががが同同同じじじででであああるるるここことととををを確確確認認認
しししてててくくくだだださささいいい。。。以以以上上上ははは、、、マママイイイナナナスススアアアーーースススタタタイイイプププののの場場場合合合
ののの注注注意意意ででですすす。。。

重重重要要要バババッッッテテテリリリーーー間間間ののの電電電圧圧圧降降降下下下をををででできききるるるだだだけけけ小小小さささくくくすすするるる
たたためめめ、、、適適適切切切なななサササイイイズズズ4-6 AWGのののででできききるるるだだだけけけ短短短いいいブブブーーー
スススタタタケケケーーーブブブルルルををを使使使用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。まままたたた、、、ブブブーーースススタタタケケケーーー
ブブブルルルははは適適適切切切ににに色色色分分分けけけささされれれててていいいるるるももものののををを正正正しししいいい極極極性性性ででで
使使使用用用すすするるるこここととと。。。

1. 放電したバッテリーと救援バッテリーの端子が腐
食白、緑、青色などの粉を吹いた状態していな
いか確認する

注注注バッテリー同士を接続する前に、端子の腐食
を除去してください。必要に応じ、ケーブルの接
続を締め付けてください。

2. 救援側のバッテリーが 12 Vバッテリーであり、
十分な電流供給能力があり、満充電された良好
な状態であることを確認する。

注注注通気キャップが正しく水平に閉まっていること
を確認する。可能であれば、両方のバッテリー

の全部の通気キャップの上に湿したウェスを掛
けてください。

3. バッテリーのプラス+端子にプラス+バッテリー
ケーブルを取り付ける図 90。

注注注 プラスケーブルはスタータまたはスタータソレノ
イドに接続されている。

g012785

図図図 90

1. 救援される側のバッテリーのプラス+ケーブル
2. 救援側バッテリーのプラス+ケーブル
3. 救援側バッテリーのマイナス-ケーブル
4. エンジンブロックへのマイナス-ケーブル
5. 救援側のバッテリー
6. 救援される側のバッテリー
7. エンジンブロック

4. 別のプラス+ケーブルのクランプ赤を、救援バッ
テリーのプラス+端子に接続する。

5. マイナス-ケーブルのクランプ黒を、救援バッテ
リーのマイナス端子に接続する。

6. 別のマイナス-ケーブルのクランプ黒を、救援され
るマシンのエンジンブロックに接続する上がってい
るバッテリーに直接接続しない。

重重重要要要 マママイイイナナナススス-ケケケーーーブブブルルルのののクククララランンンプププ黒黒黒ははは、、、救救救援援援さささ
れれれるるるバババッッッテテテリリリーーーのののマママイイイナナナススス端端端子子子ににに接接接続続続しししななないいい。。。

7. 救援される車両のバッテリーから離れる。

8. エンジンを始動し、接続時とは逆の順序で、ブー
スタケーブルを外すエンジンブロックへの接続を
最初に外す。

ヒヒヒュュューーーズズズののの整整整備備備
機械の電気回路を保護するためにヒューズを使用して
います。ヒューズは特に整備は必要ありません。万
一ヒューズが飛んだ場合には、配線がショートしてい
ないか点検してください。

1. バッテリーからマイナスケーブルを外すステップ2
と3 バッテリーの取り外し (ページ 62)を参照。

注注注外したマイナスケーブルの端がバッテリー端子
に触れないように十分注意してください。
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2. ヒューズ/リレーホルダーのラッチを押して、ホル
ダーのカバーを外す図 91。

3. ヒューズホルダーのソケットからヒューズを外す
図 91。

g306403

g304903

図図図 91

1. カバー 3. マイナス-ケーブル
2. ヒューズ 4. ヒューズ/リレーホルダー

4. 以前と同じタイプ20 Aのヒューズを取り付ける
図 91。

5. ヒューズ/リレーホルダーにカバーを取り付け、
ラッチを掛ける図 91。

6. プラスのバッテリーケーブルをバッテリー端子に
接続し、バッテリーカバーを取り付ける; 5と6バッ
テリーを取り付ける (ページ 62)を参照。

走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと
注注注前後のタイヤとも規定値に調整してください。

1. マシンの整備の準備を行う マシンの準備を行
う (ページ 54)を参照。

2. 前後輪のタイヤ空気圧を点検する

3. 必要に応じ空気圧を調整する適正値は 83-97
kPa0.84-0.98 kg/cm² = 12-14 psi。

アアアクククスススルルルボボボルルルトトトとととラララグググナナナッッットトトののの
トトトルルルククク締締締めめめ
整整整備備備間間間隔隔隔: 1年ごと
1. 前後のホイールのアクスルボルト図 92を 43-52

N∙m 4.5-5.2 kg.m = 32-38 ft-lbにトルク締めする。
2. 後ホイールの 4 個のラグナット図 92は交差パ

ターンで 104-129 N∙m 10.7-13.1 kg.m = 77-95
ft-lbに締め付ける

重重重要要要 ホホホイイイーーールルル整整整備備備のののたたためめめにににアアアクククスススルルルボボボルルルトトトををを取取取りりり外外外ししし
たたた場場場合合合にににははは、、、取取取りりり付付付けけけるるる時時時にににボボボルルルトトトのののねねねじじじ山山山ににに中中中レレレベベベ
ルルルのののロロロッッッキキキンンングググコココンンンパパパウウウンンンドドドををを塗塗塗っっってててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 たたただだだししし、、、ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトにににははは固固固着着着防防防止止止コココンンンパパパウウウンンン
ドドドををを付付付けけけななないいいよよようううににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。
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図図図 92

1. アクスルボルト 2. ホイールナット

前前前輪輪輪ののの整整整列列列
準準準備備備すすするるるももものののボルト 2 本9 x 76 mm またはこれより
長いもの

1. マシンの整備の準備を行う マシンの準備を行
う (ページ 54)を参照。

2. タイヤ空気圧を点検する タイヤ空気圧の点検
(ページ 64)を参照。

3. ステアリングコントロールを直進にセットし、用意
したボルト9 x 76 mm2本を、ステアリングコント
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ロールの外穴からコントロールコラムに通して動
かないように固定する。

g304901

図図図 93

1. 外穴ステアリングコントロー
ル

2. コントロールコラム

4. 図 94のように、左右の前輪の前面で両輪の間の
距離を測定する。

測定結果をここに記入 .

g027469

図図図 94
図は機体を下から見た状態

1. 車体前方 4. タイヤの後面

2. 前側の測定 5. 後側の測定
3. タイヤの前面

5. 図 94のように、左右の前輪の後面で両輪の間の
距離を測定する。

測定結果をここに記入 .

注注注 前での値が後の値よりも 6.4-12.7 mm 大き
ければよい。

6. 前後の差が 6.4 mm未満、または 12.7 mm を超
えている場合には、ステアリングリンクのロッド
端部を以下の手順で調整する

A. 前方カバーインペラの下をシャーシに固定
しているサムスクリュ4本を外してカバーを
外す図 95。

g033530

図図図 95

1. 前方カバー 3. サムスクリュ

2. クリップナット

B. ロッド端部にあるジャムナットをゆるめる。

g027152

図図図 96

1. ジャムナット

C. ステアリングロッドを回転させてリンクの長
さを調整する。左右のステアリングリンクを
同じに調整すること。

注注注出荷時には、ボールジョイントロッド端の
中心間距離を 23.3 cmに調整しています。

D. ジャムナットを締めつける。

E. 前カバーの穴をシャーシのクリップナットに合
わせ、ステップ Aで外したサムナット 4個で
カバーをベースに固定する。

7. ステップ3でステアリングコントロールをコントロー
ルコラムに固定したボルトを外す。
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トトトララランンンスススアアアクククスススルルルののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと

トトトララランンンスススアアアクククスススルルルオオオイイイルルルのののタタタイイイプププ Toro® HYPR-OIL™
500油圧作動液または Mobil® 1 15W-50
1. マシンの整備の準備を行う マシンの準備を行

う (ページ 54)を参照。
2. 膝当てをマシンのシャーシに固定しているファスナ

2個1/4回転するを左に回す外す図 97。

g027155

図図図 97

1. クイックリリースねじ 3. 補助タンク
2. 膝当てパッド

3. 膝当てをすこし斜め後方に持ち上げて外す図 97。
4. 補助タンクの周囲をウェスできれいにしてキャッ

プを外す図 97。
5. 補助タンクでオイルの量を点検する。

注注注 補助タンクの下側ポートより上にオイルがあ
れば適正です。.

6. 油量が足りなければ補助タンクに所定のオイル
を補給する。

7. タンクにキャップを元通りに取り付け、手で軽く締
めつける図 97。

注注注締めすぎないように注意してください。

制制制御御御系系系統統統ののの整整整備備備

スススプププレレレッッッダダダ用用用パパパタタターーーンンン制制制御御御ケケケーーー
ブブブルルルののの調調調整整整
1. マシンの整備の準備を行う マシンの準備を行

う (ページ 54)を参照。
2. ホッパーを空にする スプレッダを空にするには

(ページ 28)を参照。
3. ヘビー撒布用粒剤ゲートレバーを前方一杯まで押

してゲートを閉じる図 98。

g305495

図図図 98

1. ロック解除撒布パターン制
御ハンドル左に回す

3. ロック撒布パターン制御ハ
ンドル右に回す

2. 押し込む撒布パターン制御
ハンドル

4. 前方に押すヘビー撒布用
粒剤ゲートレバー

4. 撒布パターン制御ハンドルを左に回して押し込ん
で、右に回す3図 98を参照。

5. パターン制御ケーブルの端にあるジャムナットを
ゆるめる図 99。
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図図図 99

1. ジャムナットパターン制御ケーブル

2. リンクのロッド

3. インペラシャフト

4. ランプの歯とインペラシャフトの間の距離が 3.2 mm
5. ランプの歯

6. リンクロッドを引っ張って、ランプの歯とインペラ
シャフトの間の距離が 3.2 mm になるようにす
る図 99。

7. ジャムナットを締める図 99。
8. 撒布パターン制御ハンドルを調節する撒布パター

ンの調整 (ページ 31)を参照。

シシシャャャーーーシシシののの整整整備備備

機機機体体体各各各部部部にににゆゆゆるるるみみみがががでででててていいいななな
いいいかかか点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日
1. マシンの整備の準備を行う マシンの準備を行

う (ページ 54)を参照。
2. 機体を目視で点検し、損傷、パーツの摩耗、ゆ

るみなどがないか確認する。

注注注損傷部、摩耗パーツ、ゆるみなどは使用前に
修理してください。
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スススプププレレレーーーヤヤヤシシシススステテテムムムののの整整整備備備

スススプププレレレーーーヤヤヤススステテテムムムののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと
1. マシンの整備の準備を行う マシンの準備を行

う (ページ 54)を参照。
2. 漏れや損傷がないか、ホース、ノズル、フィッ

ティング全部を点検する。

注注注不具合のあるパーツはすべて交換してくださ
い。

3. ノズルのストレーナとインラインストレーナを点
検する。

注注注 汚れや薬剤の固着を除去し、必要に応じて
ストレーナを交換してください。

洗洗洗浄浄浄

エエエンンンジジジンンンととと排排排気気気シシシススステテテムムムののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用後毎回 ほこりの多い環境で使用してい

るときには間隔を短くする。

注注注意意意
エエエンンンジジジンンンややや排排排気気気シシシススステテテムムム周周周囲囲囲ににによよよごごごれれれがががたたたまままるるるとととエエエ
ンンンジジジンンン、、、排排排気気気系系系統統統、、、油油油圧圧圧系系系統統統がががホホホーーーバババーーーヒヒヒーーートトトししし
ててて火火火災災災ののの原原原因因因とととなななるるる。。。

エエエンンンジジジンンンととと排排排気気気シシシススステテテムムムののの汚汚汚れれれををを十十十分分分ににに除除除去去去すすす
るるるこここととと

1. マシンの整備の準備を行う マシンの準備を行
う (ページ 54)を参照。

2. エンジンの始動グリップの隣にあるスクリーン、エ
ンジンのシュラウド、燃料タンク、排気管エリア
をきれいに清掃する。

3. 付着しているグリスやオイルなどをきれいに除
去する。

4. マフラーの防熱シールドをきれいに清掃する。

マママシシシンンンののの外外外側側側ののの洗洗洗浄浄浄
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用後毎回
1. マシンの整備の準備を行う マシンの準備を行

う (ページ 54)を参照。
2. マシンついているよごれ、特にノズルや液剤タン

クの開口部、インペラ、散布スティック、スティッ
クホルダーなどにこびりついている薬剤を除去
する。.

エエエンンンジジジンンンシシシュュュラララウウウドドドををを取取取りりり外外外ししし
ててて冷冷冷却却却フフフィィィンンンををを清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 80運転時間ごと
1. マシンの整備の準備を行う マシンの準備を行

う (ページ 54)を参照。
2. エンジンから冷却シュラウドを外す。

3. エンジンの冷却フィンをきれいに清掃する。

注注注 また、エンジンに付着していて冷却の障害に
なるごみや汚れを除去する。

4. 冷却シュラウドをエンジンに取り付ける。

注注注冷却シュラウドを取り付けずに運転するとオー
バーヒートしてエンジンを損傷します。
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廃廃廃棄棄棄物物物ののの処処処理理理にににつつついいいててて

薬薬薬剤剤剤ののの処処処分分分

不適切な方法で薬剤を処分すると環境を汚染して健康
問題を引き起こします。

薬剤メーカーが指示する処分方法を守ってください。
処分は国や自治体などの法令や条例に従って行ってく
ださい。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの処処処分分分

使用済みのエンジンオイルや油圧オイルは環境汚染物
質です。回収したオイルはリサイクリング業者に委託す
るなど各地域の法令に従って適切に処分してください。

バババッッッテテテリリリーーーををを廃廃廃棄棄棄すすするるるとととききき

危危危険険険
電電電解解解液液液にににははは触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを起起起こここすすす劇劇劇薬薬薬ででであああるるる硫硫硫酸酸酸
ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。電電電解解解液液液ははは飲飲飲みみみ込込込むむむととと死死死亡亡亡すすするるる危危危
険険険がががああありりり、、、皮皮皮膚膚膚ににに触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを起起起こここすすす。。。

• 電電電解解解液液液ををを取取取扱扱扱ううう時時時ははは安安安全全全ゴゴゴーーーグググルルルやややめめめがががねねねととと
ゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目ととと手手手ををを保保保護護護すすするるるこここととと。。。

• バババッッッテテテリリリーーー液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。

• 電電電解解解液液液ののの事事事故故故ががが発発発生生生しししたたた場場場合合合にににははは大大大量量量ののの水水水ででで
洗洗洗いいい、、、直直直ちちちににに医医医師師師ののの手手手当当当てててををを受受受けけけるるるこここととと。。。

米国連邦法の規定により、バッテリーを通常ごみとして
廃棄することはできません。バッテリーの管理および処
分は国や自治体の定めに従ってください。

バッテリーを交換したり、マシンをスクラップにしたりし
てバッテリーを処分する必要が生じた場合には、リサ
イクリング業者に委託するなど各地域の法令に従って
適切に処分してください。

注注注 リサイクリング業者などへの委託が不可能な場合
には、バッテリー販売業者に引き取りを依頼してくだ
さい。。

保保保管管管
1. ポンプスイッチを OFF にし、マシンを停止し、走
行レバーをニュートラル位置にし、エンジンを止
め、可動部が完全停止したらキーを抜き取り、駐
車ブレーキを掛ける。

2. 機体全体の汚れを落とす。

重重重要要要塩塩塩分分分ををを含含含んんんだだだ水水水ややや処処処理理理水水水ははは機機機体体体ののの洗洗洗浄浄浄ににに
使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 機機機体体体ははは中中中性性性洗洗洗剤剤剤ととと水水水ででで洗洗洗うううここことととがががででできききままま
すすす。。。たたただだだししし高高高圧圧圧洗洗洗浄浄浄器器器ははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
まままたたた、、、特特特にににエエエンンンジジジンンンととと油油油圧圧圧系系系統統統にににははは大大大量量量ののの水水水ををを
掛掛掛けけけななないいいよよようううににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

3. エアクリーナの整備を行う エアクリーナの整備
(ページ 55)を参照。

4. 機体の潤滑を行う 各グリス注入部のグリスアッ
プ (ページ 54)を参照。

5. エンジンオイルを交換する エンジンオイルの交
換 (ページ 56)を参照。

6. 機体各部のゆるみを点検し、必要な締め付けや
交換、修理を行う。破損個所はすべて修理する。

7. 機体の塗装がはげていればタッチアップ修理をす
る。ペイントは代理店で入手することができる。

8. 汚れていない乾燥した場所で保管する。

9. 機体にはカバーを掛けておく。

冬冬冬期期期間間間なななどどど長長長期期期にににわわわたたたるるる格格格納納納
保保保管管管ののの準準準備備備
格納中のにポンプの破損を防止するため、ポンプに
付着している薬剤や腐食性の物質を十分に除去してく
ださい。

スススプププレレレッッッダダダののの準準準備備備
ステップ スプレッダの洗浄と潤滑 (ページ 46)の手順
を行う。

スススプププレレレーーーヤヤヤののの冬冬冬期期期格格格納納納準準準備備備

液液液剤剤剤タタタンンンクククををを空空空にににすすするるる

1. ステップ散布システムとスティックの洗浄 (ページ
47)、 ストレーナの清掃 (ページ 48)、 ノズルの
洗浄 (ページ 49)の手順を行う。

2. 以下の手順でシステム内部を空にする

A. 液剤タンクを空にする 液剤タンクを空にする
手順 (ページ 43)を参照。

B. マシンを始動し、ポンプスイッチを ON位置
にする。

C. レバーを押して OFF位置にする。
D. ナロー散布パターン用レバーを引く。
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注注注 ノズルから空気がふき出してくるまで散
布を続ける。

E. ナロー散布パターン用レバーを前方へ押し、
ワイドスプレーパターン用レバーを押す。

注注注 ノズルから空気がふき出してくるまで散
布を続ける。

F. ワイド散布パターン用レバーを手前に倒す。

3. 散布用ポンプを停止させ、エンジンを止める。

スススプププレレレーーーシシシススステテテムムムののの準準準備備備

不不不凍凍凍液液液 2.5 L。防錆、非アルコール系、RV用濃縮液

重重重要要要液液液剤剤剤タタタンンンクククににに用用用意意意しししたたた不不不凍凍凍液液液ははは、、、ノノノズズズルルルややや散散散布布布ススス
テテティィィッッックククかかかららら全全全量量量ををを散散散布布布しししてててしししまままうううのののでででなななくくく、、、ポポポンンンプププ、、、バババ
ルルルブブブ、、、ホホホーーースススののの内内内部部部ににに残残残しししててて、、、こここれれれらららののの機機機器器器ををを凍凍凍結結結被被被
害害害かかかららら保保保護護護すすするるるたたためめめのののももものののででですすす。。。

塩塩塩分分分ををを含含含んんんだだだ水水水ややや処処処理理理水水水はははスススプププレレレーーーシシシススステテテムムムににに使使使用用用
しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

1. RV用不凍液 2.5 Lに対して水 5.1 L を混合したも
のを液剤タンクに入れる。

注注注 アルコール系でない、錆止め成分入りの RV
不凍液を使ってください。

2. マシンを始動し、散布ポンプスイッチを ON 位
置にする。

3. ナロー撒布レバーを ON にする。

注注注散布システムとノズルに不凍液を行き渡らせ
る。

4. ナロー撒布パターン用レバーを前方へ押し、ワイ
ドスプレーパターン用レバーを手前に倒す。

注注注散布システムとノズルに不凍液を行き渡らせ
る。

5. ワイド散布パターン用レバーを手前に倒す。

6. 散布スティックをホルダーから取り出し、安全な
方向へ向けてトリガーを引く。

注注注散布システムとノズルと散布スティックに不凍液
を行き渡らせたら、スティックをホルダーに戻す。

7. ポンプスイッチを OFF にし、エンジンを停止さ
せる。
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故故故障障障探探探究究究
重重重要要要使使使用用用開開開始始始前前前ににに、、、マママシシシンンンののの安安安全全全装装装置置置ががが適適適切切切ににに接接接続続続ささされれれててて正正正常常常ににに作作作動動動すすするるるここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

不具合が発生した場合、単純な原因を見落とさないようにしましょう。たとえばガス欠でエンジンが始動できな
い場合があり得ます。

以下の表には一般的な原因を上げてあります。特殊なタイミング調整を必要とする機器たとえばバルブ、ガバナの
取り外し、修理、交換をしないでください。これらについては代理店に依頼してください。

注注注 電気配線のコネクタを外す時は電線を引っ張らないでください。

スススプププレレレッッッダダダののの不不不具具具合合合コココーーードドド
スススプププレレレッッッダダダののの不不不具具具合合合コココーーードドド一一一覧覧覧表表表

モモモーーータタタ過過過電電電流流流!02

モータ過電流の不具合コード !02 モータ負荷回路に流れる電流が
大きすぎた場合に表示。

モータを点検、破損や摩耗がないか調べる。

1. 不具合コード !02モータ過電流

電電電圧圧圧測測測定定定!04

電圧測定不具合コード !05 スプレーヤのコントローラがモータから
のフィードバック電圧を感知できない場合に表示。

コントローラのコネクタのピン 18MOTOR INを点検。

1. 不具合コード !04電圧即題

モモモーーータタタ配配配線線線 !05

モータ配線の不具合コード !05スプレーヤのコントローラがスプレー
ヤと情報ディスプレイとモータとの間の負荷回路を感知できない場
合に表示。OUT 1 または OUT 2。

• 不具合コード !05 スプレーヤ情報ディスプレイに表示される。

• LED が赤色に点灯。

ピン 6 MOTOR OUT 1とピン 8 MOTOR OUT 2がコントローラのコネク
タ内で正常にロックされているかどうか点検。

1. 不具合コード !05モータ配線
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スススプププレレレッッッダダダののの不不不具具具合合合コココーーードドド一一一覧覧覧表表表 (cont'd.)

モモモーーータタタ断断断線線線 !06

モータ断線の不具合コード !06スプレッダのコントロールがモータの
信号回路MOTOR INを感知できない時に表示。

• 不具合コード !06 スプレッダ情報ディスプレイに表示される。

• LED が赤色に点灯。

1. 不具合コード !06モータ断線

スススプププレレレーーーヤヤヤののの不不不具具具合合合コココーーードドド
スススプププレレレーーーヤヤヤののの不不不具具具合合合コココーーードドド一一一覧覧覧表表表

電電電圧圧圧

key-run 電圧が 12.5 V 未満または 16 V 超の場合、電圧不具
合コードが表示される。

• スプレーヤ情報ディスプレイに電圧不具合コードが表示される。

• LED が赤色に点灯。

• 攪拌モータが停止。

電圧不具合コード

モモモーーータタタ過過過電電電流流流!02

モータ過電流の不具合コード !02 モータ負荷回路に流れる電流が
大きすぎた場合に表示。

モータを点検、破損や摩耗がないか調べる。

• 不具合コード !02 スプレーヤ情報ディスプレイに表示される。

• LED が赤色に点灯。

ピン 6 MOTOR OUT 1とピン 8 MOTOR OUT 2がコントローラのコネク
タ内で正常にロックされているかどうか点検。

1. 不具合コード !02モータ過電流
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スススプププレレレーーーヤヤヤののの不不不具具具合合合コココーーードドド一一一覧覧覧表表表 (cont'd.)

モモモーーータタタ配配配線線線 !05

モータ配線の不具合コード !05スプレーヤのコントローラがスプレー
ヤと情報ディスプレイとモータとの間の負荷回路を感知できない場
合に表示。OUT 1 または OUT 2。

• 不具合コード !05 スプレーヤ情報ディスプレイに表示される。

• LED が赤色に点灯。

1. 不具合コード !05モータ配線

モモモーーータタタ断断断線線線 !06

モータ断線の不具合コード !06 スプレーヤのコントロールがモータ
の信号回路MOTOR INを感知できない時に表示。

• 不具合コード !06 スプレーヤ情報ディスプレイに表示される。

• LED が赤色に点灯。

1. 不具合コード !06モータ断線

スススプププレレレッッッダダダおおおよよよびびびスススプププレレレーーーヤヤヤのののコココンンントトトロロローーーラララののの故故故障障障探探探究究究
問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

スプレッダ情報ディスプレイ又はスプレーヤ
情報ディスプレイに不具合コードが表示さ
れる !02.

1. スプレッダのコントローラ又はスプレー
ヤのコントローラが、モータへの過電
流を感知した。

1. スプレッダインペラやホッパーに異物が
詰まってインペラモータに大きな負荷が
掛かっていないか点検。スプレッダ又は
スプレーヤモータへの通電回路がショー
トしていないか点検。ラインペラコント
ローラスイッチ又はスプレーヤポンプス
イッチを操作してモータを作動させる。

スプレッダ情報ディスプレイが不具合コード
を表示 !04.

1. スプレッダのコントローラがモータからの
フィードバック電圧を感知できない。

1. コントローラのコネクタのピン 18 (MOTOR
IN)が正常にロックされているかどうか
確認。

スプレッダ情報ディスプレイ又はスプレーヤ
情報ディスプレイに不具合コードが表示さ
れる !05.

1. 2つの出力のうちのどちらかが、モータ
に電力を供給していない。

1. ピン 6 MOTOR OUT 1とピン 8 MOTOR
OUT 2がコントローラのコネクタ内で正
常にロックされているかどうか点検。

スプレッダ情報ディスプレイ又はスプレーヤ
情報ディスプレイに不具合コードが表示さ
れる !06.

1. スプレッダのコントローラ又はスプレー
ヤのコントローラが、モータへの接続
を感知できない。

1. インペラモータ又はスプレーポンプモー
タを止めて配線をチェック。
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問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. メインヒューズが切れている。 1. 切れているヒューズを交換する。

2. 配線のゆるみ。 2. アクセサリ電源の配線、バッテリーの
リング端子をチェック。両方から通電が
あることを確認。

3. アースが外れている。 3. コントローラへのアースをチェック。

スプレッダのコントローラ又はスプレーヤの
コントローラに通電されていない。

4. コントローラモジュールが壊れている。 4. コントローラモジュールを交換。

スプレッダのコントローラ又はスプレーヤの
コントローラが時々停止する。

1. 電気系統の接続不良。 1. 接続部を点検修正する。コネクタの端
子を電気部品クリーナでていねいに清
掃し、誘電グリスを塗って接続する。

1. インペラコントロールスイッチ又はスプ
レーヤポンンプラスチックスイッチのコネ
クタがゆるんでいる。

1. ハーネスのコネクタが確実に接続、ラッ
チされてロッカースイッチに固定されて
いるかどうか確認。

スプレッダのコントローラ又はスプレーヤの
コントローラが応答しない。

2. コネクタスイッチのピンがきちんと嵌めら
れていない。

2. ピンが正しく嵌っているかどうか確認。

1. エンジンが停止している時にインペラ
モータを作動させている。

1. インペラモータを停止させ、エンジンを
掛けてバッテリーを充電する。

スプレーヤ情報ディスプレイにバッテリー
電圧低下のアイコンが4分の1ずつ表示さ
れます。

2. エンジンの回転速度が遅すぎる。 2. エンジンを高速にセットして運転する。

1. エンジンが停止している時にインペラ
モータを作動させている。

1. インペラモータを停止させ、エンジンを
掛けてバッテリーを充電する。

循環ポンプが停止する。

2. エンジンの回転速度が遅すぎる。 2. エンジンを高速にセットして運転する。

機機機械械械ののの故故故障障障探探探究究究
問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. 駐車ブレーキが掛かっていない。 1. 駐車ブレーキを掛ける。

2. バッテリーが十分に充電されていない。 2. バッテリーを充電する「保守整備」の
「バッテリーを充電する」と「救援バッ
テリーによるエンジン始動」を参照。

3. 電気系統の接続不良、腐食、ゆるみ
など

3. 接続部を点検修正する。コネクタの端
子を電気部品クリーナでていねいに清
掃し、端子部に誘電グリスを塗って元
通りに接続する。

4. ヒューズが飛んでいる。 4. ヒューズを交換する。

スタータでエンジンがクランキングしない。

5. リレーまたはスイッチが摩耗・破損して
いる。

5. 代理店に連絡する。
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問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. ガス欠。 1. 燃料を補給する。

2. 燃料バルブが閉まっている。 2. 燃料バルブを開く。
3. スロットルレバーやチョークが適正位
置にない。

3. スロットルコントロールを低速と高速の
中間位置にセットする。エンジンが冷え
ている時はチョークを ON位置にし、暖
かい時は OFF位置にセットする。

4. 燃料ストレーナの詰まり。 4. 燃料ストレーナ燃料タンクの下を清掃
または交換する。

5. 燃料に水が混入または燃料が粗悪。 5. 代理店に連絡する。
6. エアフィルタのエレメントが汚れている。 6. スポンジエレメントを洗浄またはペーパ

エレメントを交換する。

7. 電気系統の接続不良、腐食、ゆるみ
など

7. 接続部を点検修正する。コネクタの端
子を電気部品クリーナでていねいに清
掃し、端子部に誘電グリスを塗って元
通りに接続する。

8. リレーまたはスイッチが摩耗・破損して
いる。

8. 代理店に連絡する。

9. 点火プラグの不良。 9. 清掃または交換する。

エンジンが始動しない、始動しにくい、すぐ
止まる。

10.点火コードが接続されていない。 10.接続する。

1. エンジンの負荷が大きすぎる。 1. 走行速度を落とす。

2. エアフィルタのエレメントが汚れている。 2. スポンジエレメントを洗浄またはペーパ
エレメントを交換する。

3. エンジンオイルの不足。 3. 適正量まで補給する。
4. 冷却フィンや冷却用エアの通路が目詰
まりしている。

4. 冷却フィンおよび空気の流路を清掃す
る。

5. 燃料タンクキャップの通気穴が詰まっ
ている。

5. 通気孔を清掃するか新しいキャップに取
り替える。

6. 燃料ストレーナの詰まり。 6. 燃料ストレーナ燃料タンクの下を清掃
または交換する。

エンジンのパワーが出ない。

7. 燃料に水が混入または燃料が粗悪。 7. 代理店に連絡する。

1. エンジンの負荷が大きすぎる。 1. 走行速度を落とす。

2. エンジンオイルの不足。 2. 適正量まで補給する。

エンジンがオーバーヒートしている。

3. 冷却フィンや冷却用エアの通路が目詰
まりしている。

3. 冷却フィンおよび空気の流路を清掃す
る。

1. タイヤ空気圧が不適切。 1. タイヤ空気圧を調整する。

2. ステアリングリンクが破損している。 2. 修理する。
3. 前輪のトーアウトの調整が不適切。 3. 調整する「前輪の整列調整」を参照
4. 前ホイールアクスルが曲がっているか
破損。

4. 修理または交換する。

車体が左または右に振られるコントロール
ハンドルは直進なのに。

5. ステアリングコントロールが曲がってい
るか破損。

5. 修理または交換する。

走行できない。 1. バイパスバルブが完全に閉まっていな
い。

1. バルブを閉じる。

1. エンジン固定ボルトがゆるんでいる。 1. エンジン取り付けボルトを締め付ける。機体が異常に振動する。

2. 駆動シャフトのカップリングボルトとナッ
トがゆるい。

2. 適切に締めつける。
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問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. ごみが堆積している。 1. インペラを清掃する

2. ホッパースクリーンが詰まっている。 2. ホッパースクリーンを清掃する。
3. インペラ駆動モータがゆるいか破損。 3. 修理または交換する。
4. インペラ駆動モータの回路が断線して
いる。

4. 配線をチェックする。

5. インペラ ON/OFF スイッチが OFF に
なっているか、インペラ速度設定が低
すぎる。

5. ON/OFF スイッチを ON位置にし、速
度設定を確認する。

6. インペラの駆動ピンが抜けている。 6. ピンを取り付ける。

ブレードが回転しない。

7. インペラモータのベアリングの破損。 7. ベアリングまたはモータアセンブリを交
換。

1. インペラが汚れているか破損。 1. インペラを清掃または交換する。

2. スプレッダの撒布パターンコントロール
の調整不良。

2. 調整する「スプレッダの使用方法」の
「スプレッダの撒布パターン調整」を
参照

3. スプレーヤのノズルが詰まっている。 3. ノズルを清掃または交換する。
4. ホッパースクリーンが詰まっている。 4. ホッパースクリーンを清掃する。
5. ホッパー内部の資材がゲードで詰まっ
ている。

5. インペラモータのシャフトに攪拌ピンが
付いているかどうか点検。

散布撒布が一定しない。

6. ディフューザランプの設定が不適切。 6. コントロールケーブルを調整する。

1. タンクが空。 1. 液剤をタンクに入れる。

2. スプレーヤポンプへの給液バルブが閉
じている。

2. 給液バルブを全開にする。

3. ストレーナが汚れているか破損。 3. ストレーナを清掃または交換する。
4. ポンプが汚れているか破損。 4. ポンプを清掃または交換する。
5. ノズルが詰まっている。 5. ノズルを清掃または交換する。
6. ホースが汚れているか破損。 6. ホースを修正または交換する。
7. タンク攪拌レバーが ON位置になって
いる。

7. レバーを OFF位置にする。

8. 撒布パターンレバーが ON位置になっ
ていない。

8. ナロー撒布レバーまたはワイド散布レ
バーを ON にする。

9. 散布水圧と走行速度が不適切。 9. 散布水圧と走行速度を調整する。
10.液剤が不適切。 10.メーカーの指示通りに薬液を作る。

ノズルから散布しない、少量しか散布で
きない。

11.撒布装置から薬液が漏れている。 11.構成機器を点検必要に応じて洗浄、
修理、交換する。

1. ホッパースクリーンが詰まっている。 1. ホッパースクリーンを清掃する。ホッパーから撒布しない。

2. ゲートの調整不良。 2. 調整する。「運転操作」のスススプププレレレッッッダダダ
ののの撒撒撒布布布パパパタタターーーンンンののの調調調整整整を参照。

1. タンクが空。 1. 液剤をタンクに入れる。

2. スティックの水圧コントロールが不適切。 2. 水圧コントロールを開位置に回す。
3. スティックが詰まっているか破損してい
る。

3. 洗浄、修理、または交換する。

4. スティックのノズルが詰まっている。 4. ノズルを清掃または交換する。
5. トリガーを引いていない。 5. トリガーを引く。
6. ホースの詰まりまたは破損。 6. 洗浄、修理または交換する。
7. ホースが接続されていない。 7. 正しく接続する。

スティックから散布できない。

8. スティックホースが詰まっている。 8. ホースを真っ直ぐにする。
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図図図面面面

g305771

電電電気気気配配配線線線図図図 135-6127 (Rev. C)
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g305820

散散散布布布シシシススステテテムムム回回回路路路図図図 (Rev. A)
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カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

こここののの警警警告告告ははは何何何?
以下のような警告ラベルが貼られた製品を見かけることがあるでしょう

警警警告告告ガンおよび先天性障害の恐れ—www.p65Warnings.ca.gov.

Prop 65 っっっててて何何何?
Prop 65は、カリフォルニア州で操業している企業、製品を販売している企業、カリフォルニア州で販売または同州に持ち込まれる可能性のある製品のメー
カーを対象とした法律です。この法律では、ガン、先天性などの出生時異常の原因となることが知られている化学物質の一覧をカリフォルニア州知事が作成
維持しこれを公表しなければならないと定められています。危険物リストは、日常の生活の中で使用するものから発見された数百種類の化学物質を網羅して
おり、毎年改訂されます。Prop 65の目的は、こうした物質に触れる可能性があることを市民にきちんと知らせることです。

Prop 65は、こうした物質を含む製品の販売を禁じているのではなく、そうした製品、製品の包装、製品に付属する文書などに警告を明記することを求めてい
ます。また、こうした警告があるからといって、その製品が何等かの安全基準に違反しているということではありません。実際、カリフォルニア州政府は、Prop
65警告はその製品が安全か安全でないかを示すものではないと説明しています。こうした物質の多くは、様々な生活用品に何年も前から使用されてきており
ますが、それらの物質が今までに何らかの健康問題を起こしたという記録はありません。さらに詳しい情報はこちらへhttps://oag.ca.gov/prop65/faqs-view-all

Prop 65の警告は、以下のうちのどちらかを意味していますある企業が自社製品への化学物質の使用量について評価したところ、目立った危険は何一つ
ないとされる基準を超えていることがわかった、または (2) 製品に使用している化学物質は法律で規制されているものだったので、特に評価を行うこ
とはせず、法に従って警告文を添付することにした。

こここののの法法法律律律ははは全全全世世世界界界ににに適適適用用用ささされれれるるるのののででですすすかかか

Prop 65警告はカリフォルニア州でのみ要求される法律です。Prop 65警告はカリフォルニア州のいたるところで目にすることができます。レストラン、八
百屋、ホテル、学校、病院など、そして非常に多くの製品にも、この警告が印刷されています。さらには、オンラインやメールオーダーのカタロ
グなどにも掲載されています。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州ののの警警警告告告ととと連連連邦邦邦政政政府府府ののの上上上限限限とととののの関関関係係係ははは

Prop 65の内容は連邦政府の規制や国際規制よりも厳しいものが大変多いです。Prop 65の規制基準値は連邦政府基準に比べてはるかに厳しく、連邦政府
基準では表示義務がないが、Prop 65 では表示義務があるものが数多く存在します。たとえば、Prop 65の基準では、一日当たりの鉛の排出量が 0.5 マ
イクログラムとなっており、これは連邦政府の基準や国際基準よりもはるかに厳しい数値です。

似似似たたたよよようううななな製製製品品品なななのののににに警警警告告告ががが付付付いいいててていいいななないいいももものののがががあああるるるのののはははなななぜぜぜ

• カリフォルニア州内で販売される場合には Prop 65 ラベルが必要でも、他の場所で販売される場合には不要だからです。

• Prop 65 関連で裁判となった企業が、和解条件として Prop 65 警告の表示に同意したが、そうした問題に巻き込まれていない企業の製品に
は何も表示されていないといったこともあるでしょう。

• Prop 65 の表示は必ずしも一律に行われているわけではないのです。

• 自社内で検討した結果、Prop 65基準に抵触しないと判断して、警告の表示を行わないことを選択する企業もあります。警告が書かれていないからと
言って、その製品に対象化学物質が含まれていないということは言えません。

なななぜぜぜ Toro 製製製品品品にににはははこここののの警警警告告告ががが表表表示示示ささされれれててていいいるるるのののででですすすかかか
Toro では、十分な情報に基づいてお客様ご自身が判断できるようにすることがベストであるという考えから、できる限り多くの情報をお客様に提供する
こととしております。リスト記載物質のいくつかが自社製品に該当する場合、Toro では、それらの物質のほとんどの量はごくわずかであって実際の表
示義務はないことを認識した上で、排出量などを厳密に評価することなく、警告を表示するという判断をすることがあります。Toro では、自社の製品
に含まれる化学物質の量が「重大なリスクはない」レベルであると認識した上で、あえてProp 65 警告の表示を行うという選択をしております。これ
はまた、もし Toroがこうした警告を表示しなかった場合、カリフォルニア州政府や、Prop 65の施行推進を目指す民間団体などから訴訟を提起される
可能性もあるということも視野に入れての判断です。
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